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シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
を
訪
問

友
好
都
市
締
結　

周
年

２５

シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
を
訪
問

心
温
ま
る
歓
迎

　

一
行
は　

月　

日�
、
富
良
野
を

１０

１９

出
発
、
新
千
歳
空
港
を
経
由
し
て
成

田
空
港
か
ら　

日
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ

２０

リ
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。
パ
リ
で
は

早
速
、（
財
）
自
治
体
国
際
化
協
会
パ

リ
事
務
所
で
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
行
政

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
長
旅
の
疲

れ
を
感
じ
さ
せ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
と
日

本
の
自
治
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
熱

心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の

ワ
イ
ン
生
産
地
帯
を
視
察
し
ま
し

た
。
こ
こ
の
特
徴
と
し
て
は
、
農
業

者
自
ら
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
、
自
家
醸

造
し
、
瓶
詰
め
、
出
荷
す
る
生
産
者

念
式
典
に
披
露
し
よ
う
と
熱
心
に

「
北
海
へ
そ
踊
り
」
や
「
さ
く
ら
、
さ

く
ら
」な
ど
の
日
本
の
歌
を
練
習
し
、

訪
問
に
備
え
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
、
国
際
ス
キ
ー
連
盟
か

５２

ら
の
紹
介
で
、
友
好
都
市
の
締
結
を

進
め
て
い
た
両
市
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
の
ヘ
ル

マ
ン
・
ク
レ
ー
ル
市
長
の
富
良
野
市

訪
問
を
機
に
、
友
好
都
市
締
結
の
調

印
を
し
て
か
ら
今
年
で
４
分
の
１
世

紀
と
な
る　

周
年
に
な
り
ま
し
た
。

２５

　

そ
こ
で
両
市
の
友
好
都
市
締
結　
２５

周
年
を
祝
い
、
互
い
の
友
好
交
流
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、フ
ラ
ン
ス
・

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
田
園
産
業
、

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
環
境
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
視
察
す
る
こ
と

を
目
的
に
市
民
訪
問
団
を
結
成
、
高

田
市
長
を
団
長
に
公
募
に
よ
る
市
民

　

名
、
事
務
局
を
含
め
総
勢　

名
で

１６

２１

組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
は
事
前
の
研
修
を
重
ね
、
記

が
多
く
、
ワ
イ
ン
づ
く
り
の
名
人
が

数
多
く
い
ま
し
た
。
小
規
模
生
産
が

多
い
こ
と
か
ら
、
付
加
価
値
を
付
け

て
農
家
収
入
を
増
や
す
た
め
に
「
原

産
地
呼
称
統
制
」
が
考
案
さ
れ
、
ぶ

ど
う
畑
を
特
級
、
１
級
、
２
級
な
ど

に
ク
ラ
ス
分
け
を
し
、
特
徴
あ
る
ぶ

ど
う
を
作
っ
て
い
ま
す
。
１
９
３
６

年
に
決
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
も
変

更
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。一
行
は
、シ
ャ

ン
ベ
ル
タ
ン
村
の
「
カ
ー
ブ
・
キ

ビ
ー
」
と
ニ
ュ
イ
サ
ン
ジ
ョ
ー
ル
村

の
「
カ
ー
ブ
・
モ
ラ
ン
」
の
２
つ
の

ワ
イ
ン
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

名
の
市
民
訪
問
団
を
結
成 

21シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
を
訪
問

フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の 

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
ふ
れ
る

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

環境まちづくり研修

市民訪問団のみなさん
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交流を深め、友好の架け橋に

市民訪問団のあしあと

１０月１９日(土)　富良野発

１０月２０日(日)　成田空港発パリ着

１０月２１日(月)　パリ
　　　　　　  フランス地方行政研修
　　　　　　  市内観光

１０月２２日(火)　ボーヌ（フランス）　
　　　　　　  ワイン工場見学

１０月２３日(水)　フライブルク（ドイツ）
　　　　　　  環境まちづくり研修

１０月２４日(木)　朝市見学
　　　　　　  ミュンヘン（ドイツ）
　　　　　　  市内観光

１０月２５日(金)　シュラートミンク
　　　　　　  市内施設見学
　　　　　　  友好都市締結２５周年
                      記念式典

１０月２６日(土)　シュラートミンク市役所
    　　　　　  表敬訪問
　　　　　　  シュラートミンク市消防隊
                      記念式典

１０月２７日(日)　ザルツブルグ市内観光
　　　　　　  フランクフルト発

１０月２８日(月)　成田空港着・発
 　　　　　　 新千歳空港着・発
　　　　　　  富良野着

積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
し
た
。
市

民
の
環
境
意
識
も
高
く
、
団
員
も
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ン

２３
ブ
ル
ク
を
訪
問
、
環
境
の
ま
ち
づ
く

り
施
策
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
の
中
心
は
人
の
た
め
に
あ
り
、

広
場
は
人
の
ふ
れ
あ
う
場
所
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、
中
心
市
街
地
に
施

設
等
を
集
積
、「
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・

ラ
イ
ド
」
方
式
と
い
う
、
中
心
部
へ

の
車
の
乗
り
入
れ
を
厳
し
く
制
限

し
、
代
わ
り
に
周
辺
部
に
無
料
駐
車

場
と
路
面
電
車
や
バ
ス
な
ど
を
整

備
、
大
気
汚
染
の
な
い
静
か
で
快
適

な
市
民
生
活
の
確
保
の
観
点
か
ら
の

交
通
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
徹
底
し
た
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
、
家
屋
や
施
設
に
は
屋
上
緑

化
が
進
み
、
太
陽
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

　

周
年
記
念
式
典
に
参
加

２５交
流
を
深
め
る

民
と
合
わ
せ
て
、
１
０
０
名
を
超
え

る
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
ビ

オ
ト
リ
オ
・
キ
ー
ガ
ー
ル
の
演
奏
と

合
唱
隊
の
合
唱
が
披
露
さ
れ
、
富
良

野
を
紹
介
す
る
ス
ラ
イ
ド
、
シ
ュ

ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
の
紹
介
ビ
デ
オ
が
上

映
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
ヘ
ル
マ
ン
・

ク
レ
ー
ル
市
長
、
高
田
市
長
が
そ
れ

そ
れ
記
念

の
あ
い
さ

つ
を
行

い
、
両
市

長
が
友
好

都
市
の
証

に
署
名
し

ま
し
た
。

　
　

日
、い
よ
い
よ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

２５
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
に
到
着
し
ま

し
た
。
市
街
地
へ
の
入
り
口
に
「
歓

迎　

富
良
野
市
の
み
な
さ
ん
」
と
横

断
幕
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
移
動
中

の
バ
ス
の
中
で
歓
喜
の
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。

　

市
内
見
学
を
終
え
た
一
行
は
、
そ

の
夜
、
友
好
都
市
締
結　

周
年
記
念

２５

式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。
シ
ュ
ラ
ー

ト
ミ
ン
ク
市
民
約　

名
、
富
良
野
市

８０

友好都市締結２５周年記念式典

友好都市の証に署名



4広報ふらの　2002.12

市民訪問団に参加して
　今月から市民訪問団に参加した公募市民１６名の方の報告書を元に一部感想を掲載し

ていきます。今回は６名の方の報告を紹介します（来年３月号まで）

典
に
参
加
、
市
周
辺
の
消
防
隊
も
含

め　

隊
約
５
０
０
名
が
パ
レ
ー
ド
を

２３
行
う
な
ど
盛
大
な
式
典
で
し
た
。

　

す
べ
て
の
日
程
を
終
え
、
事
故
も

無
く
、
み
な
さ
ん
元
気
に
富
良
野
に

帰
っ
て
き
た
の
は
、　

月　

日�
の

１０

２８

真
夜
中
近
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
訪
問
団
は　

日
間
に
わ
た
り

１０

シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
と
の
友
好
交

流
を
は
じ
め
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

の
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て
大
い

に
見
聞
を
広
げ
ま
し
た
。
特
に
記
念

式
典
を
両
市
の
共
同
作
業
で
行
っ
た

こ
と
は
、
よ
り
緊
密
な
関
係
を
築
く

た
め
に
重
要
な
こ
と
で
し
た
。

　

来
年
は
富
良
野
市
開
庁
１
０
０
年

で
す
。
記
念
式
典
に
は
シ
ュ
ラ
ー
ト

ミ
ン
ク
市
か
ら
来
訪
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
今
回
の
市
民
訪
問
団
の
み
な

さ
ん
が
両
市
の
友
好
の
架
け
橋
と

な
っ
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
温
か
く
歓
迎
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
後
、
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市

よ
り
高
田
市
長
に「
黄
金
の
紋
章
盤
」

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
５

年
に
一
度
の
表
彰
で
、
外
国
人
で
は

勲
章
に
次
ぐ
最
高
の
賞
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
富
良
野
市
か
ら
は
、
記
念

品
と
し
て
「
北
海
へ
そ
踊
り
人
形
」

を
贈
り
ま
し
た
。

　

市
民
訪
問
団
が
日
本
文
化
を
紹
介

し
よ
う
と
し
て
い
た
歌
は
、
時
間
の

都
合
で
カ
ッ
ト
さ
れ
、「
北
海
へ
そ
踊

り
」
の
披
露
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
が
、
図
腹
踊
り
の
珍
し
さ
も
手

伝
っ
て
、
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
民

の
反
応
も
上
々
、
式
典
は
和
や
か
な

歓
迎
交
流
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

翌
日
は
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
役

所
を
表
敬
訪
問
。
来
賓
者
が
署
名
す

る
「
黄
金
の
本
」
に
、
全
団
員
が
署

名
し
、
市
役
所
裏
庭
に
記
念
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
シ
ュ
ラ
ー
ト

ミ
ン
ク
市
消
防
隊
新
車
披
露
記
念
式

シュラートミンク友好訪問団
　　　　　　　　　　　　　　　　篠田　悠一
　友好都市シュラートミンク市を訪問し両市の友
好に一役買うと同時に、欧州の農業、都市景観、
環境のまちづくり等を視察し、今後の富良野のま
ちづくりに生かすことを目的として、市民が直接
参加し、国際交流の輪を広げるための機会ができ
たという面で非常に意味のあるものでした。
　研修では特にフランスのコミューン（日本の市
町村）は、国土計画や都市計画、交通などに関し
てコミューンの権限が大きいこと。財政面でも税
率は地方で決定し、その結果受益と負担の関係が
住民にとってわかりやすいこと。日本では行政的
な仕事でも、市民グループ（日本でいうＮＰＯ）、
商工会議所、農業会議所などが、職業教育、工業
団地の造成、地方空港の運営などをしているとい
うこと。今後も勉強していきたいと考えています。
　シュラートミンクでは何から何まで友愛の情の
こもった歓待を受けました。言葉の壁はありまし
たが、次第にそれを乗り越え交流も深めることが
出来たと思います。最終日に市庁舎の庭で記念植
樹を行いました。「富良野の木」と名付けられたこ
の木が、両市の友好の輪と共に大きく成長し、大
木となった姿をまた見に行きたいものです。

市民訪問団視察研修報告
　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　淳
　今回の視察研修の概要を報告します。
　まずフランスでは、商工、農業、手工業商工会
議所が存在し、各会議所の経費は地方税でまかな
われ、地方空港の管理、デザイン工芸の学校運営、
工業団地の造成、運営。見本市を開催しているこ
となどを学びました。また世界的に有名なワイン
の生産地を視察し、４００年の歴史を持つワイナリー
はほとんどが個人経営で、ワインの等級はワイン
の出来ではなく、ぶどう畑で細かく決められてい
るこということを学びました。
　ドイツ・フライブルクでは、中心市街地に住民
を戻すことを念頭にした環境のまちづくりについ
て学習しました。パークアンドライド方式（中心
市街に車の乗り入れを禁止、代わりに駐車場の整
備と公共交通機関を利用促進）、ソーラーシステム
の実践都市とその経営理念を研修しました。
　シュラートミンクでは、プールと博物館を視察。
プールは富良野市で予定されている温浴施設と同
じような考え方で、老若男女が楽しそうに水に親
しんでいました。博物館では市標に鉱夫の姿が描
かれているように、鉱山のまちとして発展した歴
史にふれました。

黄金の紋章盤の贈呈

へそ踊りの披露
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市民訪問団に参加して
　　　　　　　　　　　　　　　　理寛寺陸夫
　今回の研修を通して感じたことは、ヨーロッパ
は概して市町村の数が多く、これは中世以来、教
区を母体に市町村を形成した歴史があるので、そ
の意味では日本の市町村は平均でみれば少ないと
言えます。市町村数は日本が３２５２、ドイツが１３８５４、
フランスは３６７７９です。むしろ課題は規模のばらつ
きではないか、1万人未満の町村が全体の48％、100
万人以上の都市が11もあります。ドイツはベルリ
ンなど４都市が１００万人以上です。
　視察したドイツ・フライブルクは、人口約２０万
人。日本の交通事情と同様、自動車台数は増加し
環境問題、排気ガス、騒音は深刻な問題です。対
策として、市は地域環境定期システムを導入し、
１カ月約４０００円の定期券で９０路線圏内乗り放題で
す。交通事故も少なく、年間交通事故死者は２人
と２０万人都市として考えられません。
　シュラートミンクは、観光と酪農と冬はスキー
客相手の民宿で生活しています。冬は市民の１０倍
の流入人口があり、公共施設は温水プールと博物
　館、市役所も１２０年前の庁舎と質素なものです。
　　日本では考えられませんが、これからは市民
　　  も見習う時期が来ているような気がします。

フランス・ボーヌ地方のぶどう畑を視察
　　　　　　　　　　　　　　　　入交　時男
　今回の研修の一番の目的はフランス・ボーヌ地
方の良質なワインづくりをこの目に焼き付けたく
て参加しました。
　フランス・ボーヌ地方は集落農業地帯であり、
平地の7割が石灰石の多い地帯で、ぶどう栽培に適
し、また水はけが良いという土地条件が整ってい
ます。ぶどう畑の面積約６００㌶というから道路沿い
は数１０㌔ にわたり、しかもぶどう畑に他の作物が
混在していないということがワインの歴史を物
語っています。
　一件当たりの作付けは５～１０㌶。作付けから生
産、製造、販売までを一貫して経営しています。
ワインの品質は、土地条件が良く、原料のぶどう
の管理が良く、収穫も手作業で収穫された原料ワ
インは特級酒であり、その生産農家は変わること
はありません。
　原料ぶどうの作付けは畝間は８０㎝ くらい、株間
も８０㎝ くらいで収穫期のぶどうの草丈は１００㎝ く
らいで、手作業区域でした。また樽貯蔵庫も石倉
で大変歴史が長く１００年以上の建物と、１００以上の
ワインを管理していましたので感激しました。

　　シュラートミンクを訪問して
　　　　　　　　　　　　　　　　宮田　均
　8年前の１２月に1人で訪問しました。そのときは
雪の印象が強く残りましたが、今回の訪問では
違った部分を見ることが出来ました。観光で生き
ている街は何が大切かを心得ています。例えば①
絵になる山岳空間とホテル・ペンション群、その
中を流れる自然河川とその水のきれいなこと②シ
ンプルな田園風の料理は都会から来た人の体と心
をリラックスさせる③ホスピタリティーを感じる
笑顔の接待。「まちの人全体にやさしさや親切心を
感じられる」こんなことろが「また来たい」と思
う条件なんだと思いました。
　素敵なバッジと帽子をいただき来年に向け必要
なものを感じました。滞在日程が金曜夜から土日
にかけてのためお店が閉まっていたことが大変残
念でした。それと行政、観光のことについてもう
少し深くお話が出来れば良かったと思います。例
えば３０人の市職員、助役ほか幹部はほとんどが議
員であり、職業を別に持っているわけです。この
ようなことがもっと知りたい、学びたいと思うよ
うになったことが、今回、シュラートミンクを訪
問した大きな価値となりました。来年また富良野
で再会できますように。

　　市民訪問団研修に参加して
　　　　　　　　　　　　　　　　清水キヨ子
　私はドイツ・フライブルク市の環境のまちづく
りについての取り組みがとても素晴らしいと思い
ました。交通対策、都市計画、ごみ対策、エネル
ギー対策など学ぶ点が多かったと思います。
　私は主婦の立場として、一般家庭から出すごみ
のことに関心がありましたので、分別収集システ
ム、ごみの出るところが見たかったのですが、見
られなくて残念でした。フライブルク市では、大
気汚染の配慮などから原則的に焼却法を取ってい
ないのです。産業廃棄物でも、家庭ごみでも、基
本的にはごみを出さない対策を前提にした処理方
法を検討しています。
　ごみ問題に対する住民の意識を高める方法を考
え、官民共同での対策を講じています。フライブ
ルグのごみの分別では、①灰色バケツ→家庭から
出るリサイクル不可能なごみ（生ゴミ等）②緑の
バケツ→紙類③黄色のビニール袋→リサイクル可
能な資源（金属、プラスチック等）④茶色のバケ
ツ→家庭用生ごみ等となっています。
　今回の研修に参加させていただき、特にフライ
ブルク市の環境対策、石畳の町並みと人にやさし
いまちづくりが素晴らしいと思いました。
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ど
う
な
る�
介
護
保
険
料

平
成　

年
度
〜　

年
度

１５

１７

試
算
で
は
３
１
０
０
円
程
度

 
介
護
保
険
の
給
付
状
況
か
ら
、
今
後
の
運
営
、
保
険
料
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 その２

１
円
・
全
道
平

均
の
３
１
５
１

円
よ
り
低
い
水

準
で
す
。
高
齢

者
一
人
当
た
り

の
給
付
費
用
は

平
均
で
全
国
１

万
５
３
５
８

円
、
全
道
１
万

７
０
１
８
円
に

対
し
、
本
市
は

１
万
７
３
８
６

円
と
高
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
は

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
（
以
下

「
特
養
」）・
介
護

老
人
保
健
施
設

（
以
下
「
老
健
」）

な
ど
施
設
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費

用
が
押
し
上
げ

て
い
る
結
果

で
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
で
み
る
と

低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

在
宅
・
施
設
別
の 

給
付
状
況

　

高
齢
者
の
う
ち
の
何
％
が
在
宅

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う

利
用
率
は
４
・　

％
で
、
全
国
平
均

８５

の
６
・
９
％
、
全
道
平
均
６
・
３
％

に
比
べ
て
低
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま

お
む
ね　

％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

３０

て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
月
平
均
の
利
用
者
数
は
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
が
３
３
４
名
か
ら
４
５

３
名
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
２
０
６
名

か
ら
２
１
９
名
と
両
サ
ー
ビ
ス
と
も

伸
び
て
い
ま
す
が
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
伸
び
が
顕
著
で
す
。

　

一
般
に
要
介
護
認
定
率
（
高
齢
者

に
占
め
る
要
介
護
認
定
者
の
割
合
）、

特
に
軽
度
（
要
支
援
〜
要
介
護
１
）

の
認
定
率
が
高
い
か
ど
う
か
で
介
護

保
険
制
度
の
市
民
へ
の
浸
透
度
合
い

が
測
ら
れ
ま
す
。
本
市
は
全
国
に
比

較
し
て
、
総
じ
て
こ
の
割
合
が
低
い

な
が
ら
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
徐
々

に
こ
の
制
度
が
浸
透
し
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
定
着
し
て
き
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

全
国
・
全
道
に
比
べ 

低
い
保
険
料
、
高
い 

一
人
当
た
り
の
給
付
費
用

　

市
の
介
護
保
険
料
は
現
在
月
額
２

８
０
０
円
で
、
全
国
平
均
の
２
９
１

　

億
１
８
０
０
万
円
で
す
。
費
用
の

１０多
く
が
施
設
サ
ー
ビ
ス
で
占
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
占
め
る
割
合
も
徐
々
に
高
ま
り
、

平
成　

年
４
月
の
給
付
状
況
で
は
お

１４

徐
々
に
浸
透
し
て
い
る 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

保
険
料
給
付
額
は
平
成　

年
、
８

１２

億
１
４
０
０
万
円
、
平
成　

年
度
は

１３

す
。
一
方
、
一
人
当
た
り
の
利
用
額

は
８
万
６
８
８
０
円
で
、
全
道
平
均

７
万
３
２
１
９
円
、
全
国
平
均
８
万

６
４
２
４
円
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
形
で
在
宅

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
と
い

う
、複
数
ケ
ア
プ
ラ
ン
率
を
み
る
と
、

ほ
ぼ
全
国
並
と
い
う
結
果
で
す
。
一

般
に
要
介
護
度
が
重
く
な
る
に
つ
れ
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ず
し
も
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
く
て

も
よ
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
利
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
独
居
の
方
、

高
齢
者
世
帯
の
一
方
が
要
介
護
状
態

で
あ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

利
用
者
一
人
当
た
り
の
月
額
の
平

均
費
用
は
、
在
宅
が
約
４
万
５
千
円

に
対
し
て
、
施
設
が
約　

万
５
千
円

２９

と
約
６
・
５
倍
も
高
く
な
り
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
偏
る
ほ
ど
保
険
料

が
高
く
な
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
在

宅
サ
ー
ビ
ス
を
伸
ば
し
て
も
施
設

サ
ー
ビ
ス
が
増
え
な
け
れ
ば
、
そ
れ

ほ
ど
保
険
料
は
高
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
高
齢
者
一
般
調
査
で
は
、「
住

業
構
造
な
ど
の
要
因
、
都
市
・
住
宅

密
集
地
区
の
よ
う
に
効
率
的
に
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
、
時
間
の
ロ

ス
が
大
き
い
な
ど
、
条
件
の
悪
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
よ
り
一
層

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
基
盤
の
整
備
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
ニ
ー
ズ
を
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
吸
収
し
て
い

く
こ
と
な
ど
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
意
識
が 

保
険
料
を
決
め
る　

　

介
護
保
険
は
、
市
町
村
の
力
が
試

さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
町

村
が
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
定
め
、

保
険
料
を
決
め
、
ま
ち
の
介
護
保
険

料
の
将
来
を
方
向
付
け
る
か
ら
で

す
。
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
高
齢
者
の

声
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
金
額

の
設
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
を
的

確
に
分
析
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の

量
を
見
込
ん
で
介
護
保
険
料
を
設
定

す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

仮
に
大
多
数
の
市
民
が
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
望
み
、
そ
れ
に
沿
っ

た
基
盤
整
備
を
す
る
と
、
保
険
料
が

高
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
市
民
要
望

に
応
え
た
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
市
町
村
と
し
て
無
責
任
と

も
い
え
ま
す
。

　

地
域
の
支
え
が
し
っ
か
り
機
能
し

て
い
れ
ば
、
軽
度
の
人
で
あ
れ
ば
必

考
え
て
み
よ
う 

今
後
の
介
護
保
険
運
営

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
定
着

し
、
施
設
か
ら
在
宅
へ
の
シ
フ
ト
が

見
ら
れ
る
と
は
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま

だ
そ
の
費
用
の
割
合
は
３
対
７
。
こ

れ
が
本
市
の
現
状
で
す
。

　

北
海
道
特
有
の
気
象
、
面
積
、
産

て
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、本
市
で
は
特
に
要
介
護
２
・

３
の
層
が
全
国
平
均
以
上
に
高
く
、

要
介
護
４
・
５
の
重
度
層
は
全
国
平

均
並
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
実
際
に
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
全
国

平
均
以
上
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

全国的に高い施設入所率、施設費用
　高齢者人口に占める施設サービス(特養・老健・療養型医療施設)の利用割合
は、本市3.94％、全道平均3.75％、全国平均2.91％と全国に比べきわめて高い
状況にあります。介護度別に見ると、特に軽度層の入所率が高くなっており、
軽度の段階から施設入所が進んでいる状況です。
　また施設サービス費用を高齢者一人当たりでみたとき、その額は全国平均
に比べ突出しています。特に、特養においては7,510円で全国平均3,797円の2
倍近く、全道平均4,413円と比べても高い費用がかかっていることがわかりま
す。このことは、本市に限らず、施設整備率が高い北海道の多くの地方都市
に同様のことがいえます。
　施設入所に関しては、平成14年8月7日省令により特養等へ優先入所に係る
運営基準が一部改正され、「介護の必要の程度」「家族の状況」など、入所の
必要性を判断する公平で透明な基準づくりが求められています。
　北海道特有の地理的、気象条件が施設ニーズの高い要因といわれています。
また、本市は特に農繁期における入所、あるいは「預かってくれる所」とい
う要望が多くあります。

必要な費用と保険料の見込み　
　高齢者が一人施設に入所すると、約28万円～35万円、年間
約330万円～430万円の費用が必要になります。この費用の
1８％を保険料として65歳以上の被保険者（第1号）が負担す
ることになります。一人が施設に入所することで、高齢者一
人当たり月8円から10円の負担増になります。
　現在、特養の入所待機者は219名です。しかし入所待機状
況を調査したところ、複数の施設に申し込みをしている人を
除いた実待機者数は175名で、そのうち61名が他の介護保険
施設に入所しています。114名が在宅あるいは病院などで入
所を待っていますが、そのうち今すぐ入所したいという緊急
の必要がある人は28名です。多くの方が「当面の入所を希望
していない」と答えています。つまり、将来に備えての入所
申し込みです。
　仮に、表面上の待機者219名が入所するとそれだけで2,000
円以上の保険料アップになります。そのことをサービスを使
わない大多数の高齢者が理解してくれるでしょうか。

み
慣
れ
た
地
域
、
自
宅
で
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
回
答
が
多
数
を
占
め
て

い
ま
す
。
施
設
に
入
る
理
由
は
、
本

人
よ
り
も
家
族
の
意
向
に
よ
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
施
設
に
は
金

が
か
か
る
と
い
う
コ
ス
ト
論
は
さ
て

お
い
て
、
そ
れ
以
前
に
施
設
サ
ー
ビ

ス
が
ど
こ
ま
で
本
人
の
た
め
に
選
択

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
介
護
保
険
料
の
今
後
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の

機
会
に
制
度
、
さ
ら
に
高
齢
者
福
祉

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 どうなる�介護保険料 
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　合併したら、あるいは合併しなかったら、
税金や公共料金はどうなるのかということ
については、みなさんの関心も高いことと思
います。これらは、将来を見すえて行政サー
ビスの水準をどうするかということをふま
えて決定されるものです。合併するしないに
かかわらず、サービスの水準が上がれば、税・
公共料金は高くなり、逆であれば低くなる、
このことを念頭におき、まちの将来について
考えなければなりません。

市町村合併に関する「出前トーク」を開催しています
　３人以上の集まりであれば、市の合併問題担当職員がおじゃま

して、お話させていただきます。ただし、事前の申込みが必要と

なりますので、お気軽に次の連絡先までご相談ください。　また、

合併問題に関するご意見もお待ちしております。

企画振興課企画振興係 � ３９－２３０４ � ２３－２１２１

ホームページアドレス　http://www.city.furano.hokkaido.jp

Eメールアドレス　sinko@city.furano.hokkaido.jp

占冠村南富良野町富良野市中富良野町上富良野町区　　　分

９種１２区分１０種１５区分１４種２４区分１１種１０種１６分別分　　別

ご

み

処

理

無　料無　料
　４２０円　
　　８４０円　
１,２６０円　

無　料

　３００円　
　　６００円　
９００円　

・直接搬入半額　

粗大ごみ

手数料

多量ごみ

３,１２５円／３００㎏，m3
一般ごみ

無　料

多量ごみ

４２０円／２０㎏

一般ごみ

無　料

一般ごみ・不燃ごみ
・収集９０円／４５㍑
　　　６０円／３０㍑
・直接搬入１２０円／１０㎏

その他

（富良野地区広域市町村圏振興協議会市町村合併研究会調査：平成１４年１１月１日現在）

ごみ処理
　富良野沿線の市町村ではごみの広域分担処理を進めています。しかし、ごみの分別方

法、手数料には市町村で違いがあります。

上・下水道料金
　上水道・下水道料金は人件費、維持管理費などの費用を、使用見込量で割り、料金単

価を算出します。上水道料金は各世帯の水道メーターを検針し、使用水量に応じて算出

されます。下水道料金は上水道の使用水量に応じて算出されています。

占冠村南富良野町富良野市中富良野町上富良野町区　　　　　分
１０m3まで８９０８m3まで１,１９３８m3まで１,１９４１０m3まで１,３９１８m3まで１,５１２基本料金上

水
道
料
金

65 １11 １75 134 １５７ １m3増につき
890 1,415 1,544 1,391 1,826 １０ｔ使用した場合
1,540 2,525 3,294 2,731 3,396 ２０ｔ使用した場合

１０m3まで９５０８m3まで９００８m3まで９６０１０m3まで１,０２０８m3まで１,１２０基本料金下
水
道
料
金

95 70 160 １21 １40 １m3増につき
950 1,040 1,280 １,020 １,400 １０ｔ使用した場合
1,900 1,740 2,880 2,230 2,800 ２０ｔ使用した場合

内　税内　税外　税内　税内　税消費税加算方法

（富良野地区広域市町村圏振興協議会市町村合併研究会調査：平成１４年１１月１日現在）

とはどうあるべきかを十分考えた上で、合併するのが有効かどうか判断する時期が迫って

きているといえます。　富良野沿線5市町村では、市民のみなさんに、より具体的な判断材

料を提供するために、市町村合併研究会を発足させました。初会合は11月15日に行われ、以後、精力的に開催す

る予定です。検討された内容は、広報などで随時お伝えします。

　シリーズでお送りしている「市町村合併を考える」。第4回の今回は沿線5市町村の税や公共料金の比較をお伝え

します。

シリーズ④

単位：円
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市町村税
　所得に対して課税される「市町村民税」、土地・建物などの資産に対して課税される「固

定資産税」は各市町村とも税率が同じですが、富良野市では都市計画区域のうち、条例

で定める区域に存在する土地や建物に対して「都市計画税」が課税されます。また、温

泉施設を利用する際に入湯客に課せられる「入湯税」についても市町村によって課税額

が違います。

占冠村南富良野町富良野市中富良野町上富良野町区　　　　　　　分

2,000円均等割
市町村民税

（個人）  　標準税率　所得２００万円以下…３％、２００万円を超える金額…８％、
 　　　 　　　７００万円を超える金額…１０％

所得割

1.4％固定資産税

無無０.３％無無都市計画税

無無150円100円
宿泊１００円

日帰・療養５０円
入　湯　税

（富良野地区広域市町村圏振興協議会市町村合併研究会調査：平成１４年４月１日現在）

保育料
　保育料は、世帯の市町村民税や所得税額等によって段階的に決められています。市町

村間に施設数やサービス内容に違いがあることから単純に比較することはできません

が、市町村間で保育料月額には開きがあります。

占冠村南富良野町富良野市中富良野町上富良野町区　　　　　分

０００００生活保護世帯

保

育

料

１,３３０
３歳児未満 ６,７５0

３歳児以上 ４,５０0

３歳児未満 ４,３２0

３歳児以上 ３,１６0

３歳児未満 6,３00
３歳児　　 ４,２00
３歳児以上 ４,２00

３歳児未満 6,700
３歳児　　 ４,５00
３歳児以上 ４,５00

市町村民税
非課税世帯

２,５７0～３,７００
３歳児未満１４,６２0

３歳児以上１２,３７0

３歳児未満
１２,９９0～１９,５００

３歳児以上
９,４９０～１６,５００

３歳児未満１３,６00
３歳児　　１１,５00
３歳児以上１１,５00

３歳児未満１４,６00
３ 歳 児　 　  
１ ２ , ３ 0 0
３ 歳 児 以 上 
１ ２ , ３ 0 0

市町村民税
課税世帯

３歳児未満
２２,５０0～６０,０００

３歳児以上
２０,２５０～３７,４２０

３歳児未満
２１,５２0～８０,０００

３歳児以上
１８,２００～４４,１７０

３歳児未満
２１,００0～５６,０００

３歳児未満
１８,９００～２６,７００

３歳児以上
１８,９００～２２,４００

３歳児未満
２５,５０0～６０,０００

３歳児未満
２２,９００～３７,７００

３歳児以上
２２,９００～３２,４００

所得税課税
世帯

（富良野地区広域市町村圏振興協議会市町村合併研究会調査：平成１４年１１月１日現在）

　総理大臣の諮問機関である「地方制度調査会」では、地方自治の将来の姿について検

討しており、現在、市町村合併の問題にからめて人口規模により市町村の権限を縮小・

拡大する議論が行われています。みなさんに一番身近な行政体である市町村の役割 →

単位：円
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各
種
功
績
を
称
え
る
表
彰
式
が　

月
１１

３
日�
と　

日�
に
行
わ
れ
、
次
の

２３

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

富
良
野
市
功
労
者
表
彰

　

富
良
野
市
の
自
治
の
振
興
、
発
展

に
尽
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

【

自

治

功

労

】

　

昭
和　

年
3
月
よ
り
平
成　

年
3

59

14

月
ま
で　

年
間
に
わ
た
り
固
定
資
産

18

評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
活
躍

し
、
他
の
委
員
と
共
に
委
員
会
運
営

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
昭
和　

年
3
月
か
ら
は
、
委

62

員
長
と
し
て
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ

れ
、
平
成　

年
度
の
固
定
資
産
評
価

11

審
査
委
員
会
制
度
の
大
幅
な
改
正
に

お
い
て
も
柔
軟
に
対
応
さ
れ
、
今
日

の
本
市
に
お
け
る
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
制
度
の
基
盤
確
立
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
9
月
富
良
野
町
役
場
に

33

奉
職
以
来
、　

年
余
の
長
期
に
わ
た

43

り
市
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励
し
、

こ
の
間
、
自
治
振
興
課
長
、
市
民
部

長
を
歴
任
し
、
平
成
6
年
6
月
か
ら

4
年
間
収
入
役
と
し
て
、
平
成　

年
10

6
月
か
ら
4
年
間
助
役
と
し
て
厳
し

い
地
方
行
政
の
執
行
に
あ
た
り
、
平

成　

年
6
月
任
期
満
了
に
よ
り
退
任

14
す
る
ま
で
、
地
方
自
治
行
政
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
4
月
富
良
野
町
役
場
に

37

奉
職
以
来
、　

年
余
の
長
期
に
わ
た

40

り
市
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励
し
、

こ
の
間
、
議
会
事
務
局
長
、
総
務
部

長
、
建
設
部
長
を
歴
任
し
、
平
成
6

年
6
月
か
ら
8
年
間
教
育
長
と
し
て

教
育
環
境
づ
く
り
と
生
涯
学
習
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
、
平
成　

年
6
月
任

14

期
満
了
に
よ
り
退
任
す
る
ま
で
、
地

方
自
治
行
政
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
7
月
富
良
野
町
役
場
に

37

奉
職
以
来
、　

年
余
の
長
期
に
わ
た

39

り
市
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励
し
、

こ
の
間
、
ス
ポ
ー
ツ
課
長
、
財
政
課

長
、
商
工
観
光
部
長
を
歴
任
し
、
平

成　

年
4
月
よ
り
監
査
委
員
会
事
務

12
局
長
と
し
て
平
成　

年
3
月
に
退
職

14

さ
れ
る
ま
で
、
地
方
自
治
行
政
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

◆

◆

◆

◆

◆

◆

納
税
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
市
税
の
納
付
に
つ

い
て
業
績
が
顕
著
で
、
功
労
が
他
の

模
範
と
な
る
納
税
組
合
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

年
間
連
続
納
期
限
内
完
納

４０・
し
ら
は
ぎ
納
税
貯
蓄
組
合

・
東
布
礼
別
納
税
貯
蓄
組
合

・
東
富
丘
納
税
貯
蓄
組
合

　

年
間
連
続
納
期
限
内
完
納

３５・
南
大
沼
納
税
貯
蓄
組
合

城寳和太郎さん(72)
新富町3番116号

澤井　政義さん(６６)
栄町9番11号

能登　芳昭さん(６３)
東町２０番１０号

青田　典夫さん(６１)
住吉町５番４５号

受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す



広報ふらの　№49511

・
た
ち
ば
な
納
税
貯
蓄
組
合

　

年
間
連
続
納
期
限
内
完
納

３０・
朝
日
町　

納
税
貯
蓄
組
合

１１

・
山
部
３
町
内
納
税
貯
蓄
組
合

・
山
部
１
区
納
税
貯
蓄
組
合

・
山
部
３
区
納
税
貯
蓄
組
合

・
山
部　

区
納
税
貯
蓄
組
合

１２

　

年
連
続
納
期
限
内
完
納

１０・
栄
町
８
納
税
貯
蓄
組
合

５
年
連
続
納
期
限
内
完
納

・
栄
町
２
・
６
納
税
貯
蓄
組
合

・
扇
町
１
納
税
貯
蓄
組
合

　

◆

◆

◆

◆

◆

◆

文
化
功
労
賞
・
文
化
奨
励
賞

　

富
良
野
市
文
化
団
体
協
議
会
か
ら

文
化
芸
術
の
向
上
・
振
興
に
功
績
の

あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【

文

化

功

労

賞

】

　

昭
和　

年
に
華
道
・
茶
道
斉
藤
社

44

中
を
創
設
、
自
宅
で
の
門
下
生
へ
の

指
導
を
は
じ
め
、市
内
の
福
祉
施
設
、

児
童
館
等
に
お
い
て
、地
域
の
市
民
、

特
に
子
ど
も
た
ち
に
、
お
花
・
お
茶

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
て
指
導
す
る
か

た
わ
ら
、
毎
年
の
市
民
総
合
文
化
祭

や
中
央
公
民
館
祭
り
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
、
市
民
か
ら
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
、
北
海
道
連
合
華
展
に

５９

支
部
代
表
と
し
て
出
瓶
入
賞
の
ほ

か
、
京
都
で
開
催
の
全
国
池
坊
華
展

出
瓶
す
る
な
ど
、
各
地
に
お
い
て
茶

華
道
の
普
及
指
導
に
活
躍
し
、
平
成

３
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
富
良
野
文

化
協
会
の
役
員
に
な
り
、
会
員
の
育

成
及
び
会
の
発
展
に
尽
力
す
る
な

ど
、
地
域
の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

【

文

化

奨

励

賞

】

　

昭
和　

年
に
日
本
詩
吟
学
院
岳
風

６１

会
北
海
道
本
部
所
属
旭
川
支
部
に
富

良
野
吟
峯
会
と
し
て
入
会
し
、
同
時

に
富
良
野
文
化
協
会
に
加
盟
し
、
市

民
総
合
文
化
祭
、
中
央
公
民
館
祭
り

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、

吟
道
大
会
、
東
西
地
区
吟
詠
大
会
、

資
格
審
査
会
に
も
参
加
す
る
な
ど
会

員
の
研
さ
ん
を
図
り
、
詩
吟
の
普
及

発
表
に
努
め
る
な
ど
、
地
域
の
文
化

振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
に
ふ
ら
の
絵
手
紙
を
創

６２

設
、
平
成
４
年
日
本
絵
手
紙
協
会
友

の
会
会
員
と
な
り
、
平
成　

年
度
同

１２

協
会
の
公
認
講
師
に
認
定
さ
れ
、
北

海
道
教
育
委
員
会
主
催
の
絵
手
紙
教

室
、
日
本
絵
手
紙
協
会
主
催
に
よ
る

中
国
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
講
師

の
活
動
や
公
民
館
講
座
の
講
師
、
市

民
サ
ー
ク
ル
の
育
成
に
も
積
極
的
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
成
７
年
の
全
国
手
す
き
コ

ン
ク
ー
ル
を
初
め
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
も
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
数

多
く
入
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成　

年　

月
、
ふ
ら
の

１４

１０

絵
手
紙　

周
年
記
念
事
業
と
し
て
絵

１５

手
紙
祭
り
を
開
催
し
、
各
方
面
か
ら

絶
賛
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
文
化
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
良
野
市
優
良
青
年
表
彰

　

地
域
・
文
化
・
青
年
団
・
社
会
福

祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
功
績

の
あ
っ
た
青
年
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

�
氏　

名　

後
藤　

勝
さ
ん
（　

）
２２

　

住　

所　

北
麓
郷
２

　

職　

業　

農
業

�
氏　

名　

佐
々
木　

朗
さ
ん
（　

）
２７

　

住　

所　

老
節
布
松
南

　

職　

業　

農
業

�
氏　

名　

佐
藤　

透
さ
ん
（　

）
２７

　

住　

所　

中
五
区

　

職　

業　

農
業

�
氏　

名　

照
井　

和
彦
さ
ん
（　

）
２３

　

住　

所　

山
部
北
星

　

職　

業　

農
業

�
氏　

名　

新
田　

泰
規
さ
ん
（　

）
２７

　

住　

所　

西
達
布
の
ぎ
く

　

職　

業　

農
業

�
氏　

名　

松
本　

隆
志
さ
ん
（　

）
２７

　

住　

所　

中
五
区

　

職　

業　

農
業

斉藤　幸子さん(６７)
栄町１４番１３号

富良野市開庁１００年事業

入浴料金
　おとな　５００円
　中学生　４００円
　小学生　２５０円
※１２月１６日から料金が
　変わります。

富良野市島の下
�２２－５７００

浴
室
を
増
築
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

　

月　

日
�月
 
よ
り

１２

１６

　
　
　
　

仮
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

ハイランド
渡邊百合江さん(６３)
末広町８番８号

富良野吟峯会
　春日町９番５０号
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らかなのどごしの「生そば」（６・
４そば）。打ちたての生そばならで
はの食感をぜひご賞味ください。
物産センターにて毎日限定発売
中。予約販売も承っています。　
�問 農産物処理加工センター
　　　　　　　　　　　�５２-３０１２

　占冠村　
トマムスキー場

１２月１日オープン！（予定）
　全国でも有数のスキーリゾート
トマム。初心者から上級者まで楽
しめる豊富なコースが自慢です。
スキーヤーもスノーボーダーも思
いきり楽しめるトマムスキー場に
ぜひお越しください。パウダース
ノーがみなさんを待っています。
�問 企画課　�５６-２１２１

られます。参加してあなたも優し
さをプレゼントしてみませんか。
と　き　１２月２２日�日 午後６時
�問 ラ・メール　�３９-３１１０

南富良野町
南ふらの特産
『生そば』限定発売中！
　今年収穫した“北落合産そば粉”
を使った新そばができました。豊
かな風味の「１０割そば」と、なめ

上富良野町
新年は雪降るラベンダーの丘で迎えよう！

第１６回北の大文字
　上富良野の新年を祝う恒例イベ
ント「北の大文字」が開催されま
す。会場では大文字ココア、豚汁
の無料配付などがあり、フィナー
レは間近に見る花火！
と　き　１２月３１日�火 午後１１時３０分
ところ　日の出公園
�問 実行委員会事務局　�４５-２１９１

中富良野町
第2回クリスマス・チャリティー
パーティー開催！
　町内の喫茶店ラ・メール主催の
クリスマスチャリティーパー
ティーが開催されます。収益は町
に寄附され、まちづくりに役立て

　小学生のための国際交流

 
問
い
合
わ
せ

　

企
画
振
興
課

　
�
３
９
‐
２
３
０
４

子
ど
も
た
ち
の
国
際
交
流
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ヨ
ロ
ン
島

で
行
わ
れ
る�
国
際
青
少
年
研
修
協
会
主
催
の
「
ち
び
っ
こ

探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
に
参
加
し
、
外
国
人
小
学
生
と
活
動

を
と
も
に
し
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
役
立
て
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

い
う
意
欲
の
あ
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

平
成

年
3
月

日

平
成　

年
3
月　

日
��木木
 

1515

2727

〜
4
月
3
日

　
　
　
　
　
　

〜
4
月
3
日
��木木
 

場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員　

名

　

名
1010

参
加
費

　
　

１
３
２
０
０
０
円
（
予
定
）

１
３
２
０
０
０
円
（
予
定
）

補
助　

参
加
費
の

%
程
度
を

参
加
費
の　

%
程
度
を

5050
補
助
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
し
ま
す

対
象

・
小
学
校
3
〜
6
年
生

小
学
校
3
〜
6
年
生

（
平
成

年
2
月
末
現
在
）

　
（
平
成　

年
2
月
末
現
在
）

1515

・
ル
ー
ル
を
守
り
仲
間
を

・
ル
ー
ル
を
守
り
仲
間
を

大
切
に
す
る
方

　
　
　
　
　
　
　

大
切
に
す
る
方

申
込
方
法

　

所
定
の
申
請
書
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
申
請
書
は
企
画

振
興
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）。

申
込
期
限　

平
成　

年
1
月　

日
�金
 

ま
で

15

31

そ
の
他　

募
集
締
め
き
り
後
補
助
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

日
程

3
月　

日
�木
 
27

富
良
野
〜
旭
川
空
港
〜
東
京
〜

船
で
ヨ
ロ
ン
島
へ
向
け
て
出
発

3
月　

日
�金
 

〜　

日
�土
 

28

29

船
内
活
動（
操
舵
室
見
学
・
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
・
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
）

3
月　

日
�日
 

〜
4
月
1
日
�火
 

30

ヨ
ロ
ン
島
活
動

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
イ
カ
ダ
作
り
と
イ
カ
ダ
こ
ぎ

・
ハ
ー
レ
ー
船
大
会
（
海
の
運

　

動
会
）

・
島
内
ハ
イ
ク
（
鍾
乳
洞
探
検
・

　

さ
と
う
き
び
刈
り
と
さ
と
う

　

き
び
し
ぼ
り
体
験
）

・
海
水
浴

・
ヨ
ロ
ン
献
奉

・
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

・
ク
ラ
フ
ト
体
験

4
月
2
日
�水
 

船
で
沖
縄
へ
向
け
て
出
発

4
月
3
日
�木
 

沖
縄
〜
旭
川
空
港
〜
富
良
野
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�応募先　�076-8555　富良野市弥生町１番１号　市役所企画振興課　 � ３９-２３０４　� ２３-２１２１

�ふれあい�やさしさ�感動を伝える写真テ ー マ

市　民応募対象

テーマが良く表現されていること。選考基準

サービス判以上（採用された場合は写真のネガをお借りします）サ イ ズ

１月号…１２月６日�金 　※２月号は１月１０日�金 締め切り

①住所②氏名（ふりがな）③年齢④電話番号⑤写真の「題名」及　
び簡単なコメントがあれば添えて持参、または郵送。

応募方法

企画振興課・支所・カメラのサトー・カメラのフクシ・カメラの　
ヤスダ・写真のフタバ・写真工房ふらの・フォトセンターミムラ

提 出 先

たて、よこ自由（ごく最近の写真）で応募してください。
デジタルカメラの場合はプリントしたもので応募してください。
表紙は白黒印刷になります。

そ の 他

審査委員会を開催し採用作品を決定します。採用者には６ツ切写　
真をプレゼントします。

選 考

　あなたも広報づくりに参加してみませんか。

文化、スポーツなどの感動を伝える…
ふれあい、やさしさを感じさせる…
写真コンテストではありません！
家庭や地域や学校で…
あなたの身の回りのほんのちょっとしたひ
とこまをスナップで応募してください。

�22～3005

休館日のお知らせ

●定期休館日

（毎週月曜日）

２・９・１６・２３・

３０日

●祝日振替休館日

　　２４日�火 

●整理休館日

２７日�金 　

●特別休館日

　３１日�火 

　～１月５日�日 

ホームページで図書の検索ができます。
図書館のホームページ（富良野市HPからも利用可）
http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/
携帯電話（iモード対応、ez-web・Jスカイは一部対応）
http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/i/search.html

１階エントランスホール    

趣味の作品展

�ふらのの森のなかまたち

～野生どうぶつたちの写真

　にメッセージを添えて～

　写真　野口　純一

　メッセージ　さのゆきこ

　1日�～２９日�まで

２階多目的ホール              

�絵本の読み聞かせ・映画・

手づくり紙しばいの集い

　１４日�午前１０時３０分から

《児童書》
　やさいの ク  リ  ス  マ  ス おおさわぎ………さくらともこ

く り す ま す

　 サ  ン  タ  ク  ロ  ー  ス のいそがしい 日 … ジ  ュ  リ  ー ・ サ  イ  ク  ス 
さ ん た く ろ ー す ひ じ ゅ り ー さ い く す

　やさしい 魔女 …………………………… ジ  ー  ン ・ マ  セ  イ 
まじょ じ ー ん ま せ い

　いもいもおいも………… リ  オ  ネ  ル ・ ル ・ ヌ  ウ  ア  ニ  ッ  ク 
り お ね る る ぬ う あ に っ く

　 忘 れられない 猫 ………………………… 鈴  木 　 節  子 
わす ねこ すず き せつ こ

《一般書》
　ハリーポッターと
　　炎のゴブレット（上・下）……Ｊ・Ｋ・ローリング

　闇の処刑人………………………………森村　誠一

　幽霊温泉…………………………………赤川　次郎

　航路（上・下）………………………コニー・ウイリス

　夜の寝覚め………………………………小池真理子

　天龍八部　第８巻………………………金　　　庸

　

月
の
行
事
予
定

１２

図書館まつりのお知らせ
と　き

　平成１５年１月９日�～２２日�
内　容

　竹田津　実（写真家・作家）
のパネル展、講演会、古本市な
どを予定しています（詳しくは
１月号でお知らせします）。
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ATCHING

　
　

月　

日�
〜　

日�
、
市
役
所
、
山
部
・

１１

１１

１７

東
山
支
所
で
「
税
を
知
る
週
間
」
書
道
展
が
開

催
さ
れ
、
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
作
品
２
１

９
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
書
道
展
は
、納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
、

児
童
に
よ
る
税
に
関
す
る
作
品
を
展
示
し
、
税

へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
税
を
知
る
週
間
」
書
道
展

 　

税
へ
の
関
心
を
深
め
る

　１１月２０日�、ワイン工場・ワインハウ
スで開催され、約８０名が参加しました。
　工場で仕込みの現場などを見学し、ワ
インハウスで今年の新酒の白ワイン「オ
リビア」で乾杯しました。会場ではカク
テルバーが登場し、オリビアをベースに
した当日限定のカクテルで、ぶどう果汁
を入れた「オリビアを飲みながら」と、

にんじんジュースでのカクテル「北のみ
やげ」が配られました。カクテルバーを
担当していた池田享隆さんは「普段手に
入りにくいオリビアでのカクテル、味は
ばっちりです」と話していました。参加
者の田村美香恵さんは「よいできと聞き
期待してきましたが、期待どおりおいし
いです」と話していました。

　２００２年の新酒で乾杯 ふらのワインヌーヴォー祭り

　
　

月　

日�
、
大
阪
で
行
わ
れ
た
少
林
寺
拳

１１

２４

法
全
国
大
会
に
出
場
し
た
、海
野
涼
太
さ
ん（
富

良
野
小
６
年
）
と
磯
江
泰
源
さ
ん
（
扇
山
小
６

年
）
が
、
大
会
出
場
に
先
立
ち　

月　

日�
、

１１

２０

高
田
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
高
田
市
長
か
ら

激
励
を
受
け
た
２
人
は
、
上
位
進
出
を
目
標
に

掲
げ
ま
し
た
。
大
会
で
２
人
は
精
一
杯
の
演
舞

を
披
露
、持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
の
快
挙

　

少
林
寺
拳
法
で
小
６
男
子
２
人
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今
年
で　

回
目
を
迎
え
る
市
民
総
合
文
化
祭

３７

が　

月　

日�
の
布
部
会
場
を
皮
き
り
に
市
内

１０

２６

の
５
つ
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

月
２
日�
・
３
日�
で
開
催
さ
れ
た
富
良

１１
野
会
場
の
展
示
の
部
で
は
、
生
け
花
や
絵
画
、

な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
芸
能
の
部
で
は
、

邦
楽
や
舞
踊
、
よ
さ
こ
い
な
ど　

団
体
が
日
ご

３３

ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
市
文
化
団
体
協
議
会
に
よ
る
文
化
功

労
賞
と
文
化
奨
励
賞
の
贈
呈
式
が
あ
り
、茶
道
・

華
道
の
斉
藤
幸
子
さ
ん
他
１
団
体
１
個
人
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

未
来
へ
翔
た
け
ふ
ら
の
の
文
化

第　

回
市
民
総
合
文
化
祭

３７

　
　

月　

日�
、
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
さ

１０

３１

ま
ざ
ま
な
衣
装
で
身
を
包
ん
だ
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

さ
む
ら
い
の
衣
装
を
着
た
外
国
語
指
導
助
手

の
テ
ィ
モ
シ
ー
さ
ん
と
ベ
ッ
カ
ム
に
扮
し
た
ビ

ル
さ
ん
の
司
会
で
進
行
さ
れ
、
生
た
ま
ご
で
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
灯
ろ
う
作

り
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
会
場
は
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

白
衣
で
看
護
師
に
変
装
し
て
い
た
東
中
1
年

の
瀬
川
優
樹
さ
ん
は
「
会
場
内
で
は
英
語
が
話

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、お
も
し
ろ
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　

西
洋
の
お
祭
り
を
体
験

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

月　

日�
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
農
村

１１

１１

女
性
を
対
象
に
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
約

　

名
が
参
加
し
道
立
食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー

２０の
職
員
を
講
師
に
み
そ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
現
在
趣
味
や
自
家
用
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
農
産
加
工
を
、
起
業
化
を
視

野
に
入
れ
て
必
要
な
技
術
や
知
識
を
身
に
つ

け
、
農
業
経
営
の
多
角
化
を
展
開
す
る
グ
ル
ー

プ
の
育
成
を
は
か
る
こ
と
が
目
的
。
今
後
は
製

造
・
販
売
の
許
可
手
続
き
の
方
法
な
ど
を
研
修

し
ま
す
。
高
田
吉
子
さ
ん
は
「
み
そ
作
り
は
と

て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。
２
ヶ
月
後
の
完
成
が

楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
へ　

加
工
能
力
向
上
研
修
会

　
　

月　

日�
、市
内
の
公
共
施
設
を
見
学
し
、

１０

３１

市
民
に
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

平
成　

年
度
施
設
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

１４

　

参
加
者
１
３
８
名
は
バ
ス
４
台
に
分
乗
し
、

午
前
中
は
ワ
イ
ン
工
場
、
今
年
完
成
し
た
中
区

配
水
池
、
富
良
野
小
学
校
を
見
学
し
ま
し
た
。

昼
食
は
文
化
会
館
で
中
学
生
の
給
食
を
試
食
し

ま
し
た
。
そ
の
後
高
田
市
長
と
の
ま
ち
づ
く
り

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
市
民
か
ら
は
生
ゴ
ミ
袋
な

ど
つ
い
て
質
問
が
出
ま
し
た
。
午
後
は
、
山
部

水
処
理
セ
ン
タ
ー
、来
夏
完
成
の
市
民
野
球
場
、

９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

見
学
、
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

市
政
へ
の
理
解
を
深
め
る

 
市
民
施
設
見
学
会
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Ｎｏ.53

▲プロフィール
　桂木町在住
　第１回ふらのクリエーターズマーケット
　実行委員　

子供たちも参加出来るようになれば

保勇　有里 さん（３０）

友
人
た
ち
に
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

友
人
た
ち
に
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
市
民
劇
団
に
参
加

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
市
民
劇
団
に
参
加

し
、
自
己
表
現
の
場
を
求
め
て
が
ん
ば
っ
て

し
、
自
己
表
現
の
場
を
求
め
て
が
ん
ば
っ
て

い
る
人
。
ネ
ー
ル
ア
ー
ト
や
ま
つ
げ
パ
ー
マ

い
る
人
。
ネ
ー
ル
ア
ー
ト
や
ま
つ
げ
パ
ー
マ

な
ど
の
趣
味
を
生
か
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

な
ど
の
趣
味
を
生
か
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
。
そ
ん
な

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
。
そ
ん
な

友
人
た
ち
の
好
奇
心
や
向
上
心
に
触
れ
る
う

友
人
た
ち
の
好
奇
心
や
向
上
心
に
触
れ
る
う

ち
、
次
第
に
自
分
も
『
何
か
や
っ
て
み
た
い
』

ち
、
次
第
に
自
分
も
『
何
か
や
っ
て
み
た
い
』

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
の
出
会
い
は
、

　

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
の
出
会
い
は
、

実
は
携
帯
電
話
用
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
組
み
立
て

実
は
携
帯
電
話
用
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
組
み
立
て

キ
ッ
ト
を
買
っ
て
作
っ
て
み
た
ら
、
楽
し
く

キ
ッ
ト
を
買
っ
て
作
っ
て
み
た
ら
、
楽
し
く

て
、思
っ
て
い
た
よ
り
簡
単
に
出
来
ま
し
た
。

て
、思
っ
て
い
た
よ
り
簡
単
に
出
来
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
自
分
は
不
器
用
で
、
も
の
を
創
る

そ
れ
ま
で
自
分
は
不
器
用
で
、
も
の
を
創
る

な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
『
こ
れ
な
ら
出
来
る
ん
じ
ゃ
な

た
。
し
か
し
『
こ
れ
な
ら
出
来
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
』
と
思
い
、
そ
れ
か
ら
手
芸
店
で
材
料

い
か
』
と
思
い
、
そ
れ
か
ら
手
芸
店
で
材
料

を
買
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

を
買
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

リ
ー
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

携
帯
電
話
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ブ
レ
ス
レ
ッ

　

携
帯
電
話
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
指
輪
、
ピ
ア
ス
な
ど
、

ト
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
指
輪
、
ピ
ア
ス
な
ど
、

本
で
勉
強
し
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
て

本
で
勉
強
し
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
て

い
き
ま
し
た
。
自
分
が
作
り
た
い
イ
メ
ー
ジ

い
き
ま
し
た
。
自
分
が
作
り
た
い
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
、
そ
れ
が
形
に
な
っ
て
い
く
楽

を
膨
ら
ま
せ
、
そ
れ
が
形
に
な
っ
て
い
く
楽

し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

あ
る
と
き
友
人
の
誕
生
祝
い
に
プ
レ
ゼ
ン

　

あ
る
と
き
友
人
の
誕
生
祝
い
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
自
分
に
ぴ
っ
た
り

ト
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
自
分
に
ぴ
っ
た
り

合
っ
た
素
敵
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」
と
す
ご
く

合
っ
た
素
敵
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」
と
す
ご
く

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
れ
し
そ
う
な

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
れ
し
そ
う
な

顔
を
見
て
、
自
分
も
ま
た
う
れ
し
く
な
り
ま

顔
を
見
て
、
自
分
も
ま
た
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
人
か
ら
評
価
さ
れ
、
す
ご
く
自
信
に

し
た
。
人
か
ら
評
価
さ
れ
、
す
ご
く
自
信
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
考
え
て
み
た
ら
、
友

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
考
え
て
み
た
ら
、
友

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
決
め
た
と
き
、

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
決
め
た
と
き
、

い
つ
も
そ
の
人
の
好
き
な
服
装
や
、
色
、
身

い
つ
も
そ
の
人
の
好
き
な
服
装
や
、
色
、
身

に
付
け
て
い
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ

に
付
け
て
い
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
作
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
て
作
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
自
分
が
作
り
た
い
も
の
を
作
っ
て
い

し
た
。
自
分
が
作
り
た
い
も
の
を
作
っ
て
い

た
自
己
満
足
か
ら
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
な

た
自
己
満
足
か
ら
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
作
る
喜
び
を
知
り
ま
し
た
。

が
ら
作
る
喜
び
を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ク
リ
エ
ー

　

そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ク
リ
エ
ー

タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
お
話
し
を
聞
い
た
と

タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
お
話
し
を
聞
い
た
と

き
、『
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
』
と
出
店
を

き
、『
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
』
と
出
店
を

決
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
企
画
か
ら
参
加
し

決
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
企
画
か
ら
参
加
し

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、
実
行
委
員
会
に
も

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、
実
行
委
員
会
に
も

参
加
、会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
、ポ
ス
タ
ー

参
加
、会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
、ポ
ス
タ
ー

貼
り
な
ど
の
お
手
伝
い
な
ど
も
す
る
こ
と
が

貼
り
な
ど
の
お
手
伝
い
な
ど
も
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
物
づ
く
り
を
さ
れ

出
来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
物
づ
く
り
を
さ
れ

て
い
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
方
と
も
出
会
い
、

て
い
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
方
と
も
出
会
い
、

交
流
し
、
大
い
に
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

交
流
し
、
大
い
に
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
当
日
は
、
自
分
の
作
品
に
興

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
当
日
は
、
自
分
の
作
品
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
と
話
し
な
が

味
を
持
っ
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
と
話
し
な
が

ら
、
売
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
ふ
れ
あ
い
を

ら
、
売
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
印
象
的

楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
私
と
同
じ
よ
う
に
ビ
ー
ズ
ア

だ
っ
た
の
は
、
私
と
同
じ
よ
う
に
ビ
ー
ズ
ア

ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
を
趣
味
に
し
て
い
る
小

ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
を
趣
味
に
し
て
い
る
小

学
校
の
女
の
子
が
、
お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン

学
校
の
女
の
子
が
、
お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
い
と
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
気
に
入
っ
て

ト
し
た
い
と
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
気
に
入
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
場
は
髪
留
め
を
買
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
場
は
髪
留
め
を
買
っ
て

く
れ
た
ん
で
す
が
、
後
で
そ
の
子
の
お
母
さ

く
れ
た
ん
で
す
が
、
後
で
そ
の
子
の
お
母
さ

ん
が
「
娘
が
あ
な
た
の
作
品
を
気
に
入
っ
て

ん
が
「
娘
が
あ
な
た
の
作
品
を
気
に
入
っ
て

ね
」
と
買
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

ね
」
と
買
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
こ
の
よ
う
な
企
画
に
参
加
で
き
る
な

　

今
後
こ
の
よ
う
な
企
画
に
参
加
で
き
る
な

ら
、
小
・
中
学
生
の
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加

ら
、
小
・
中
学
生
の
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
私
自

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
私
自

身
す
ご
く
自
信
に
も
な
り
ま
し
た
し
、
子
ど

身
す
ご
く
自
信
に
も
な
り
ま
し
た
し
、
子
ど

も
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
る

も
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
る

き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
将
来
富
良
野
か
ら
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
ど

ん
。
将
来
富
良
野
か
ら
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
ど

ん
ど
ん
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

ん
ど
ん
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
し
、
そ
う
な
れ
ば
楽
し
い
で
す
ね
。

せ
ん
し
、
そ
う
な
れ
ば
楽
し
い
で
す
ね
。
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いつもは走り回っている息子が、慣れ
ない着物で不安げに母の手を握って
しずしず歩く姿がおかしくて。
　中田　竜馬    さん　２歳（朝日町）

りょうま

じいちゃんばあちゃんのつくったスイ
カ美味しかったよ！

 � 嶋田　 和  佳 奈   さん ６歳 （学田一区）
わ か な

 �  莉 奈   さん ３歳　� 
り な

 沙 奈   さん １歳
さ な

女性が輝く
地域づくり

▲山部女性団体
　　　　　連絡協議会

「山部地区の女性のみなさんは何事にもすごく協力的で、行事のと

きなどは結束して地域のためにお手伝いをしてくれます」と話さ

れるのは山部女性団体連絡協議会の糠谷ヒロ子会長。

　山部地区では、花いっぱい運動、交通安全、防火活動、音楽パ

レード、盆踊り、敬老会、友愛セールなど、地域の行事は女性た

ちのパワーがイベントを盛り上げています。また北海へそ祭りに

も毎年趣向を凝らしたコスチュームで入賞を果たし、「何事も楽し

く取り組むことをモットー」にチームワークも抜群です。

　「地域を盛り上げようと協力してくれる若い女性も多く、世代交

代も図られています。女性ががんばっていると男性も元気になり

ますし、雰囲気も和やかになります。女性が輝くまちは、まちも

元気。そんなまちづくりを目指しています」と話されました。

プロフィール
役員数　９名
会　長　糠谷ヒロ子さん
活動日　不定期　

素
晴
ら
し
い
環
境
に

　
　
　
　

喜
び
を
感
じ
る

佐藤智行さん（２０）山部佐藤智行さん（２０）山部
NPO法人ふらの演劇工房スタッフNPO法人ふらの演劇工房スタッフ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
ら
の
演
劇
工
房
職
員
。
今
年
４
月

採
用
の
新
人
で
、
主
に
音
響
、
照
明
な
ど
の
舞

台
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
「
音
響
関
係
の
仕
事
が
し
た
い
」と
専
門
学
校

で
学
ん
で
き
た
佐
藤
さ
ん
。
し
か
し
「
頭
で
理

解
す
る
と
い
う
よ
り
体
に
叩
き
込
む
と
い
っ
た

感
覚
で
す
。
そ
う
で
な
い
と
本
番
の
緊
張
感
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
」
と
、
勉
強

と
実
践
と
の
違
い
を
知
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
先
輩
か
ら
の
温
か
い
指
導
で
何
と
か
や
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
技
量
、
経
験
不
足
で

す
。
早
く
段
取
り
よ
く
仕
事
を
組
み
立
て
、
正

確
で
素
早
い
機
械
操
作
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
」

と
目
標
を
話
さ
れ
る
佐
藤
さ
ん
。

　
「
演
劇
工
房
は
、多
く
の
市
民
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
出
会

い
や
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し

い
環
境
の
中
で
仕
事
が
出
来
る
こ
と
に
、
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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女
性
は
放
置
し
て
い
る
と
ど
ん
ど

ん
進
行
し
、
卵
管
炎
や
子
宮
内
膜

炎
、
骨
盤
腹
膜
炎
な
ど
を
起
こ
し

不
妊
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

�
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　

す
ぐ
病
院
に
！

　

自
覚
症
状
は
病
気
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
が
、
一
般
に
男
性
は
性
器

周
辺
の
痛
み
や
か
ゆ
み
、
排
尿
時

の
痛
み
、
尿
道
か
ら 
膿 
が
出
る
な

う
み

ど
比
較
的
顕
著
な
症
状
が
出
ま

す
。
と
こ
ろ
が
女
性
は
膣
の
奥
で

炎
症
を
起
こ
す
病
気
が
多
く
、
症

状
に
現
れ
に
く
い
の
が
特
徴
で

す
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

病
院
で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
男
性
は
泌
尿
器
科
、
女
性
は

産
婦
人
科
へ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

富
良
野
医
師
会

●
善
玉
菌
を
増
や
す
食
品
は

　

食
物
繊
維
、
特
に
水
に
溶
け
や

す
い
水
溶
性
食
物
繊
維（
S
D
F
）

は
腸
内
善
玉
菌
の
栄
養
源
で
す
。

食
物
繊
維
を
多
く
含
む
食
品
（
納

豆
、
豆
き
ん
と
ん
、
ご
ぼ
う
、
い

も
が
ら
、
ゆ
り
ね
、
か
ん
ぴ
ょ
う
、

干
し
い
も
、
乾
あ
ん
ず
、
い
ち
じ

く
、
プ
ル
―
ン
な
ど
）
を
と
る
こ

と
に
よ
り
、
腸
内
の
善
玉
菌
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
腸

内
善
玉
菌
の
栄
養
源
で
あ
る
ガ
ラ

ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
、乳
果
オ
リ
ゴ
糖
、

キ
シ
ロ
オ
リ
ゴ
糖
な
ど
の
難
消
化

性
オ
リ
ゴ
糖
は
、
機
能
性
食
品
と

し
て
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
牛
乳
、
納
豆
に
は
難
消
化
性

オ
リ
ゴ
糖
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い

て
、
善
玉
菌
の
働
き
を
活
発
に
し

ま
す
。
緑
茶
に
含
ま
れ
て
い
る
緑

茶
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
も
善
玉
菌
を

増
や
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌

そ
の
も
の
を
含
ん
だ
乳
酸
飲
料
を

飲
む
の
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

理
事　

渡
部　

秀
雄

　

人
の
消
化
管
の
中
、
特
に
大
腸

の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
細
菌
が
住

ん
で
お
り
、
そ
の
数
は
１
０
０
種

類
、
１
０
０
兆
に
も
の
ぼ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
腸
内

細
菌
と
呼
ば
れ
、
人
体
に
と
っ
て

有
害
な
も
の
（
悪
玉
）
と
、
有
益

な
も
の
（
善
玉
）
が
あ
り
ま
す
。

●
腸
内
の

　
　

悪
玉
菌
・
善
玉
菌
と
は
？

　

食
物
の
う
ち
、
未
消
化
の
ま
ま

大
腸
に
達
し
た
成
分
が
腸
内
細
菌

の
栄
養
源
と
な
り
ま
す
。
悪
玉
菌

は
こ
の
未
消
化
の
た
ん
ぱ
く
質
か

ら
悪
臭
物
質
、
発
が
ん
物
質
、
そ

の
他
の
有
害
物
質
を
作
り
出
し
、

が
ん
、
心
臓
病
、
高
血
圧
な
ど
の

病
気
を
誘
発
し
、
老
化
を
促
進
し

ま
す
。
一
方
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
、

ラ
ク
ト
バ
チ
ル
ス
菌
な
ど
の
善
玉

菌
は
、
食
物
繊
維
や
糖
類
（
難
消

化
性
オ
リ
ゴ
糖
）
な
ど
を
栄
養
源

と
し
て
、
乳
酸
、
酢
酸
、
酪
酸
、

ビ
タ
ミ
ン
B
群
な
ど
を
作
り
出

し
、
こ
れ
ら
は
体
内
で
有
効
利
用

さ
れ
て
健
康
を
保
ち
老
化
を
防
ぐ

も
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
善
玉

菌
は
大
腸
内
を
酸
性
化
し
ま
す
か

ら
、
酸
に
弱
い
悪
玉
菌
が
増
え
る

の
を
防
ぐ
役
割
も
も
っ
て
い
ま

す
。

健
康
一
口
メ
モ

老
化
を
防
ぐ 
⑨

保

健

師

お
元
気
で
す
か

も
っ
と
よ
く
知
ろ
う

性
感
染
症

　

ペ
ニ
シ
リ
ン
や
抗
生
物
質
の
開

発
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
性
病
の
代

表
と
さ
れ
て
い
た
淋
病
や
梅
毒
は

激
減
し
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
登
場

し
た
の
が
エ
イ
ズ
に
代
表
さ
れ
る

性
感
染
症
で
す
。
性
の
開
放
に

伴
っ
て
、
性
感
染
症
は
私
た
ち
の

間
に
も
ジ
ワ
ジ
ワ
と
広
が
っ
て
い

ま
す
。

�
性
感
染
症
と
は
？

　

性
感
染
症
と
は
、
体
液
（
精
液
、

膣
分
泌
液
や
血
液
）
に
潜
ん
で
い

る
微
生
物
が
、
性
器
や
粘
膜
の
接

触
に
よ
っ
て
相
手
の
体
内
に
入
り

こ
み
感
染
す
る
病
気
で
す
。

　

従
来
の
性
病
は
細
菌
に
よ
る
感

染
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近

は
ウ
イ
ル
ス
や
ク
ラ
ミ
ジ
ア
な

ど
、
よ
り
微
細
な
病
原
体
に
よ
っ

て
感
染
す
る
病
気
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

性
感
染
症
の
多
く
は
、
感
染
か

ら
数
日
以
上
た
っ
て
発
症
し
ま
す

が
、
エ
イ
ズ
や
梅
毒
の
よ
う
に
潜

伏
期
間
が
長
く
感
染
に
気
づ
き
に

く
い
病
気
も
あ
り
ま
す
。
新
し
い

感
染
症
の
中
に
は
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア

感
染
症
の
よ
う
に
自
覚
症
状
が
あ

ま
り
出
な
い
病
気
も
あ
り
、
特
に

性　感　染　症

腸　内　細　菌
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�１２月の児童館行事について
　各館の主な行事をお知らせします。詳しい内容や時間

などは各館にお問い合わせください。

�みんなも一緒に遊ぼうよ！
　市内には5つの児童館（児童センター）があり、だれ
でも自由に利用することができます。

�開館時間　月～金曜日は午後１時～午後５時
　　　　　　土曜日・冬休みは午前１０時～午後５時

　　詳しくは、各館にお問い合わせください。

�22-3370１３‐８緑 町緑 町 児 童 館
�23-4804２７‐１北の峰町北 の 峰 児 童 館
�23-2977２‐３３西 麻 町麻町児童センター
�22-3792２‐４１桂 木 町桂木児童センター
�23-5129１３‐１錦 町東部児童センター

思
ひ
切
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
秋
惜
む　
　
　

及
川　

佳
寿

雨
落
ち
る
刈
田
中
よ
り
郵
便
車　
　
　
　
　

岩
田　

美
雪

秋
深
し
明
る
き
声
で
姪
が
来
る　
　
　
　
　

山
田
ク
ニ
子

一
人
ご
と
こ
ぼ
し
て
妻
の
年
用
意　
　
　
　

相
澤
か
を
り

ほ
ろ
酔
ひ
の
脚
に
絡
ま
る
雪
し
ま
き　
　
　

佐
藤　

輝
夫

坂
の
町
聖
樹
ふ
る
は
す
ハ
ン
ド
ベ
ル　
　
　

長
畑　

静
香

今
も
な
を
時
を
刻
み
し
敦
煌
の

先
人
の
夢
色
あ
せ
ず
し
て　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

敬
子

ノ
ド
自
慢
最
後
を
締
め
た
媼
に
て

懐
か
し
唄
を
あ
は
せ
口
遊
む　
　
　
　
　
　

川
西　

肇

咲
き
盛
る
菊
悉
く
取
り
入
れ
て

今
宵
雪
と
の
予
報
に
応
ふ　
　
　
　
　
　
　

寺
島　

君
子

理
療
士
に
支
え
ら
れ
ゆ
く
試
歩
の
道

公
孫
樹
落
ち
葉
が
杖
に
ま
つ
は
る　
　
　
　

富
永
ス
ミ
子

ナ
ナ
カ
マ
ド
梢
に
赤
き
実
は
残
り

枝
寒
々
と
風
に
堪
へ
を
り　
　
　
　
　
　
　

坂
東　

節
子

◆
富
良
野
市
へ    

▽
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地

第
１
０
４
特
科
大
隊
長　

日
隈　

秀
光
（
上
富
良
野
町
）
金
３
万
円

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
阿
部
キ
ヨ
ノ
（
緑
町
２
〜　

）
１６

金
３
万
円　

▽
大
橋　

春
二
（
東

山
共
栄
）
金
３
万
円　

▽
宮
川　

ヒ
デ
（
老
節
布
北
進
）
金
３
万
円

▽
ふ
ら
の
い
ち
ご
会
（
朝
日
町
４

〜
７
）
金
１
万
円　

▽
畠
山　

絹

子
（
東
学
田
二
区
）
金
３
万
円　

▽
愛
山　

義
雄
（
新
光
町
２
〜　

）
１２

金
３
万
円　

▽
秋
元　

登
（
扇
町

　

〜　

）
金
５
万
円　

▽
金
田
富

１６

１２

士
榮
（
瑞
穂
町
４
〜　

）
金
５
万

２３

円　

▽
佐
藤
喜
寿
雄
（
島
の
下
）

金
３
万
円　

▽
星
越　

幸
廣
（
山

部
共
進
）
金
３
万
円　

▽
奈
良　

定
雄
（
幸
町
３
〜　

）
金
５
万
円

１２

▽
荒
田　

岩
子
（
山
部
９
町
内
）

金　

万
円　

▽
宝
田　

幸
子
（
花

２０
園
町
３
〜
３
）
金
５
万
円　

▽
本

田　

サ
タ
（
山
部
９
町
内
）
金
３

万
円　

▽
廣
内　

茂
子
（
緑
町　
１０

〜　

）
金
５
万
円　

▽
小
川
原
義

２７
雄
（
新
富
町
４
〜
１
）
金
２
万
円

▽
佐
藤　

俊
雄
（
西
鳥
沼
３
）
金

５
万
円　

▽�
北
海
道
医
薬
品
配

置
協
会
道
北
支
部
代
表　

古
河　

孝
雄
（
弥
生
町
３
〜
１
１
３
）
外

用
薬
各
種

◆
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園
へ

▽
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
女
性
部
に
こ
に
こ

マ
ー
ケ
ッ
ト
代
表　

中
山　

恵
子

い
も　

㎏
他
８
点　

▽
庄
田　

由

３０

子
（
南
扇
山
３
）
玉
ね
ぎ
２
４
０

㎏　

▽
リ
ー
ス
キ
ン
わ
か
ば
有
限

会
社
代
表
取
締
役　

鵜
沼　

俊
雄

（
桂
木
町
４
〜
１
４
７
）
ト
イ
レ
ク

リ
ー
ナ
ー　

本
２０

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

▽
鎌
田　

一
美
（
日
の
出
町　

〜
１０

　

）
編
機
１
台
他　

点　

▽
小
林

１７

１２

真
（
山
部
中
央
）
印
袢
天
１
点
他

１
点　

▽
日
下　

弘
（
山
部
１
町

内
）
馬
車
鞍
１
点
他　

点　

▽
山

１５

本
八
重
子
（
山
部
中
央
）
印
袢
天

１
点
他
３
点　

▽
嶋
田　

浩
詞

（
山
部
桜
丘
）
印
袢
天
１
点　

▽
里

君
雄
（
山
部
北
星
）
馬
具
２
点　

▽
高
田　

滋
（
山
部
北
星
）
印
袢

天
１
点
他
１
点　

▽
坂
井　

通
子

（
苫
小
牧
市
）
ア
ト
ム
人
形
１
体　

▽
斉
藤　

仁
彦
（
日
の
出
町
３
〜

５
）
石
臼
１
点
他
２
点　

▽
島
田

暁
子
（
若
松
町
９
〜　

）
チ
ュ
ー

１０

リ
ッ
プ
球
根
１
０
０
０
個　

▽
伊

藤　

功
（
西
町
１
〜　

）
絵
画
１

６０

点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
敬
称
略
》

もちつき大会
豆鳥たちの額絵作り
クリスマスカード作り

７日
１７・１８日
（月・水・土）

１２月
１２月
１２月

緑 町 児 童 館

クリスマスリース作り
クリスマス会

１３・１４日
２１日

１２月
１２月

北の峰児童館

クリスマスリース作り
クリスマスお楽しみ会

９・１０日
２１日

１２月
１２月

麻 町
児童センター

クリスマスリース作り
もちつき大会

４・５日
７日

１２月
１２月

桂 木
児童センター

クリスマス会１４日１２月東 部
児童センター

年末年始特別警戒　１２月１６日�～１２月３１日�

 
盗難被害
の防止

少年の薬物
乱用防止

少年の
非行防止

犯罪の防止

車から離れる
ときは、キーを
抜き、ドアロッ
クをし、貴重品
や金銭はおか
ないようにし
ましょう。

“一”滴の覚せ
い剤があなた
を狂気の世界
に引き込みま
す。むしばまれ
た心身は元に
もどりません。

非行の原因と
なる場所には、
近づかない
近づけない
ことが大切で
す。

空巣は玄関か
ら堂々と侵入
します。玄関や
窓には短時間
の外出でも施
錠をしましょ
う。

年末年始防犯運動年末年始防犯運動



電話番号案内
�４２-２１２１山部支所
�２７-２１２１東山支所
�２２-３００５図書館
�４２-２４０７生涯学習センター
�２３-３５４５文化会館
�２３-３２９２スポーツセンター
�２３-５１１９消防本部
�３９-２２００保健センター
�３９-２２１１福祉課
�２２-２００１老人福祉センター
�２３-６９８１勤労青少年ホーム
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相談日程

�39-2301
市民相談室
9:00̃17:00

月曜日～金曜日
相続･離婚・交通事故・金銭・
セクハラなどをめぐる問題

日 常 市 民 相 談

�39-2301
市民相談室
10:00̃16:00

１２/１６�・１/６�
 行政相談委員 山下正秋

国や道の仕事への苦情や
要望など

行 政 相 談

�39-2301
市民相談室
11:00̃14:00

１２/８�
  八重樫和裕弁護士

弁護士（旭川弁護士会）に
よる専門相談

無 料 法 律 相 談

�39-2301
市民相談室
10:00̃15:00

１２/１０�
税務相談官

税務相談官による国税に
関する相談

税 務 相 談

�39-2301
市役所ロビー
9:30̃15:00

１２/１３�
旭川社会保険事務所相談担当者

年金・保険などに関する
相談

社会保険事務相談

�39-2255
�39-2213

保健センター 2F
いちい 
8:45̃17:15

月曜日～金曜日
(介護保険課）

在宅介護など高齢者に関
する相談

高 齢 者 介 護 相 談

�23-3525
（相談専用）

文 化 会 館
9:00̃16:00月曜日～金曜日

いじめ・非行など子どもの
教育に関する電話相談

教育何でも相談

�39-2223保健センター 2F
9:00̃16:00

月曜日～金曜日
(児童家庭課）

子育て、児童（虐待・不登
校など）に関する相談

家 庭 児 童 相 談

�39-221７
（相談専用）

いちい
9:00̃1７:00日曜日～金曜日

福祉・生活・金銭・就労な
ど日常生活に関わる問題

ふ れ あ い 相 談

一人で悩まず、困ったときは気軽に
ご相談ください。

  １２月は国保税６期・介護保険料６期の納期です 

福
祉
課

�
３
９
‐
２
２
１
１

申 請申　請

支
給
申
請
受
付
開
始

障
害
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
支
援
費

　

平
成　

年
４
月
か
ら
支
援
費
制
度

１５

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
支
給
申
請
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
対　

象

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
支
援

費
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
。

◆
申　

請

　

次
の
も
の
を
持
参
し
て
福
祉
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
印
鑑

�
身
体
障
害
者
手
帳

　
　

ま
た
は
療
育
手
帳

�
本
人
な
ら
び
に
扶
養
義
務
者
の
収

　

入
や
課
税
状
況
が
わ
か
る
も
の

�
治
療
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合
は

　

状
況
に
よ
り
医
師
の
診
断
書
（
必

　

要
な
場
合
は
担
当
職
員
か
ら
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
）

◆
そ
の
他

　

補
装
具
・
日
常
生
活
用
具
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

方
法
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

商
工
観
光
課

�
３
９
‐
２
３
１
２

フォーラムフォーラム

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る

第
２
回
中
心
市
街
地

活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
あ
り
方
に

つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

◆
と　

き　
　

月　

日�

１２

１３

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
か
ら

３０

◆
と
こ
ろ　

商
工
会
議
所

◆
テ
ー
マ

「
地
域
資
源
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　

街
の
活
性
化
」

◆
内　

容

基
調
講
演

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
街
づ
く
り
」

講
師　

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　

地
域
調
査
室
長　

麦
屋　

弥
生
氏

先
進
地
視
察
報
告

再
開
発
事
業
の
検
討
状
況
な
ど

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

企
画
振
興
課

�
３
９
‐
２
３
０
４

割 引割　引

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
ス
キ
ー
リ
フ
ト

施
設
利
用
券

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
、
市
民
を
対
象
に

し
た
「
市
民
ス
キ
ー
リ
フ
ト
施
設
利

用
券
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
発
行

場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
発
行
場
所

市
役
所
（
企
画

振
興
課
・
商
工

観
光
課
）・
文
化

会
館
・
図
書
館
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
山
部
支
所
・
東
山
支
所

ふ
ら
の
農
協
（
富
良
野
支
所
・
東
部

出
張
所
・
山
部
支
所
・
東
山
支
所
）

◆
そ
の
他

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
富
良
野
ゴ
ン
ド

ラ
が
１
０
１
人
乗
り
で
高
速
な
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
に
な
り
ま
し
た
が
、
料
金

は
共
通
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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Informationくらしの情報   Informationくらしの情報    納税は便利な口座振替で！

１２月  年越しそば打ち
　太かろうが、短かろうが、我が手打ちそばに悔
いはなし・・・　　　　　　　　（講師：繁助氏）
と　き　１２月１４日�土 
　　　①午前９時３０分～１２時　
　　　②午後１時３０分～４時
定　員　１回：１２名
参加費　１,０００円（税別）
用意するもの　
　　持ち帰り用の菓子箱など

１月  豆腐づくり
　道産大豆と天然にがりを使用します。
　豆の甘さが活きています。ぜひ冷奴で！

と　き　①１月１７日�金 　
　　　　②１月２８日�火 
　　　　午前９時
　　　　　　～１２時
定　員　１回：１０名
参加費　６００円（税別）

総
務
課

�
３
９
‐
２
３
０
０

新 春新　春

参
加
し
ま
せ
ん
か

新
年
交
礼
会

◆
と　

き　

平
成　

年
１
月
５
日�

１５

　
　
　
　
　

午
前　

時
か
ら

１１

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
会　

費　

５
０
０
円

◆
申
込
期
限　
　

月　

日�
ま
で

１２

１６

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

�
２
３
‐
３
２
９
２

スポーツスポーツ

冬
場
の
運
動
不
足
を
解
消

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

広
場

◆
と　

き　
　

月　

日�
・
平
成　

１２

２８

１５

年
１
月
６
日�
・　

日�
・　

日�

１１

１８

午
前　

時
〜　

時　

分
（
計
４
回
）

１０

１１

３０

◆
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

市
内
の
小
・
中
学
生

◆
参
加
料　

５
０
０
円

◆
内
容
お
よ
び
定
員

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
　

名
２０

財
政
課

�
３
９
‐
２
３
０
６

自転車自転車

お
早
め
に
引
取
り
を

駅
前
駐
輪
場

放
置
自
転
車

　

駅
前
交
番
横
駐
輪
場
内
に
長
期
に

わ
た
っ
て
放
置
し
て
い
る
自
転
車
の

整
理
を
行
い
ま
す
。
所
有
者
は
次
に

よ
り
引
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
引
取
り
の
公
告
期
間

　

月　

日�

１２

３０

　

〜
平
成　

年
２
月　

日�

１５

２７

※
公
告
期
間
を
過
ぎ
て
も
引
取
ら
れ

な
か
っ
た
自
転
車
に
つ
い
て
は
処
分

し
ま
す
。

◆
公
告
場
所

駅
前
駐
輪
場
・
市
役
所
掲
示
板

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
２
２
‐
２
６
１
９

講 座講　座

パ
ソ
コ
ン
の
達
人
に

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

住
民
講
座

◎
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
編
集
コ
ー
ス

　

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
「
ワ
ー
ド
」
を

使
い
、
文
字
の
拡
大
、
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
ン
、
網
か
け
、
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、

保
存
、
印
刷
な
ど
の
習
得

◆
と　

き　

平
成　

年
１
月　

・　

・

１５

１４
１６

　

・　

日
（
火
・
木
）

２１

２３

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

◆
受
講
料　

６
０
０
０
円

◆
定　

員　
　

名
１５

◎
エ
ク
セ
ル
入
門
コ
ー
ス

　

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
」

を
使
い
、
数
値
入
力
と
四
則
演
算
を

習
得

◆
と　

き　

平
成　

年
１
月　

・　

・

１５

２０
２４

　

・　

日
（
月
・
金
）

２７

３１

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

◆
受
講
料　

７
０
０
０
円

◆
定　

員　
　

名
１５

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　
　

名
１６

・
卓
球　
　

名
１６

◆
申
込
期
限　
　

月　

日�
ま
で

１２

２０

◆
そ
の
他　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球

の
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

開庁１００年記念協賛事業
富良野塾公演

作・演出　倉本　聰

と　き
　平成１５年１月９日�木 
　　　　　　～１２日�日 
開　演
　９日�木 　午後７時
　１０日�金 　午後７時
　１１日�土 　午後１時
　　　　　午後５時３０分
　１２日�日 　午後１時

ところ
　富良野演劇工場
料　金 
　一般　　　3,000円
　学生（小中高）
　　　　　　1,500円
　会員、シルバー、グ
　ループ（5名以上）　
　　　　　　2,500円

問い合わせ
富良野演劇工場

　　　　　�３９－０３３３

　手づくり体験工房では、北海道
産の農作物を使ったパンやとうふ
など、手づくりの加工品の講座を
行っています。あなたも参加して
オリジナルの一品を作ってみては
いかがですか？
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 乗って守ろう根室本線・富良野線 

い
て
は
、　

年
間
は
さ
か
の

１０

ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
の

で
、
余
裕
が
で
き
た
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

す
で
に
納
付
の
期
限
を
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、　

歳
か

６０

ら　

歳
ま
で
の
間
任
意
加
入
し

６５
年
金
額
を
増
額
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 市民課国保年金係　�39-2301

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
２
年
以

内
に
納
付
し
な
け
れ
ば
時
効
と
な

り
、
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
で
あ
っ

た
り
学
生
な
ど
の
理
由
で
、
納
付

の
免
除
を
受
け
て
い
る
期
間
に
つ

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　
　

納
付
に
つ
い
て

試 験試　験

消
防
署

�
２
３
‐
５
１
１
９

平
成　

年
度

１４

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
設
備
士
試
験

国民年金国民年金
昭和１２年１２月昭和１２年１２月
生まれの方は生まれの方は
手続きを手続きを
�必要なもの�
印かん・預金通帳・戸
籍謄本・住民票謄本

今年は「手作りケーキ」でクリスマス�

と　き　１２月１７日�火 
　　　　午後６時３０分～９時
ところ　生涯学習センター
　　　　調理実習室
講　師　Furano Delice
　　　　（フラノデリス）
　　　　藤田　美知男氏
対　象　市民：３２名
内　容　地元の材料を使ったクリスマスケーキ作り
　　　　（生クリームを使ったブッシュ・ド・ノエル）
参加料　１,０００円（材料費含む）
申込み　生涯学習センターへ電話で申込みください。
　　　　（受付開始12月5日�木 ）

生涯学習センター　　�４２－２４０７　

◆
受
付
期
間

　

月　

日�
〜　

日�
ま
で　

１２

１２

２０

◎
消
防
設
備
士
試
験

◆
試
験
日　

平
成　

年
２
月
９
日�

１５

◆
試
験
地　

旭
川
市
（
会
場
は
受
験

者
に
別
途
通
知
さ
れ
ま
す
）

◆
試
験
の
種
類

甲
種
（
第
１
・
２
・
３
・
４
・
５

類
）・
乙
種
（
第
１
・
２
・
３
・
４
・

５
・
６
・
７
類
）

◆
受
付
期
間

　

月　

日�
〜　

日�
ま
で

１２

１２

２０

※
ど
ち
ら
の
受
験
願
書
も
富
良
野
地

区
消
防
組
合
富
良
野
本
部
、各
支
署
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

講 習講　習

消
防
署

�
２
３
‐
５
１
１
９

消
防
設
備
士
対
象

消
防
用
設
備
等
の
工
事

又
は
整
備
に
関
す
る
講
習

◆
と　

き　

平
成　

年
２
月
７
日�

１５

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市
（
会
場
は
受
講

者
に
別
途
通
知
さ
れ
ま
す
）

◆
対　

象

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け

た
日
か
ら
２
年
以
内
の
方
で
、
講
習

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
。

②
講
習
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

で
、
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以

内
の
方

◆
講
習
内
容

消
火
設
備
お
よ
び
警
報
設
備

◆
受
付
期
間

　

月
２
日�
〜　

日�
ま
で

１２

１６

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
試
験
日　

平
成　

年
２
月
９
日�

１５

◆
試
験
地　

旭
川
市
（
会
場
は
受
験

者
に
別
途
通
知
さ
れ
ま
す
）

◆
試
験
の
種
類

乙
種
（
第
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・

６
類
）・
丙
種

ごみ袋ごみ袋

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
３
９
‐
２
３
０
8

お
早
め
に

茶
色
の
生
ご
み
袋
の
交
換

生
ご
み
袋
改
良
版
の
発
売

　
　

月
中
旬
か
ら
市
内
販
売
店
で
生

１１
ご
み
袋
の
改
良
版
が
売
り
だ
さ
れ
ま

し
た
。
お
手
持
ち
の
袋
が
な
く
な
り

ま
し
た
ら
、
販
売
店
に
て
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
茶
色
の
旧
生
ご
み
袋
の
交
換

は　

月　

日�
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

１２

２７

す
の
で
、
ま
だ
お
持
ち
の
方
は
、
枚

数
を
確
認
の
う
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
課
、
各
支
所
で
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
４
２
‐
２
４
０
７

絵画展絵画展

博
物
館
絵
画
展

サ
ト
シ
・
モ
ー
リ

シ
ャ
ス
展
〜
心
び
と
〜

　

ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
南
陽
館
で
活
動

中
の
画
家
盛
本
学
史
さ
ん
の
絵
画
展

を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
も
楽
し
め

る
よ
う
な
、
か
わ
い
ら
し
く
て
温
か

い
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
と　

き　
　

月　

日�
〜

１２

２０

　
　
　
　
　

平
成　

年
２
月　

日�

１５

２０

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
展
示
ホ
ー
ル

◆
入
場
料　

無
料

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

消
防
署

�
２
３
‐
５
１
１
９

通 報通　報

落
ち
つ
い
て
正
確
に

1
1
9
番
通
報

　

消
火
活
動
や
救
急
、
救
助
活
動
は

1
分
、
1
秒
を
争
い
ま
す
。
消
防
本

部
で
は
通
報
内
容
に
よ
っ
て
、
消
防

車
な
ど
の
車
両
を
た
だ
ち
に
出
動
さ

せ
ま
す
。
も
し
あ
わ
て
て
正
確
な
場

所
な
ど
が
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
現

場
へ
の
到
着
が
遅
れ
、
被
害
が
拡
大

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
通
報
は
落

ち
つ
い
て
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
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�クラリネット�西中学校女子
制服、ジャージ�屋外用ブラン
コ�硝子テーブル�ＭＤコンポ

�ＭＤラジカセ�座卓�昔話のＶＴＲ�パソコン�ス
チール机（片そで）�雑誌（サライ１９号）�ストーブガー
ド

Informationくらしの情報    お買い物は富良野市内で 

前年(円)
同月価格

(％)
対前月比

(円)
前月価格

本月価格　(円・税込）
単位規 格 銘 柄 品   名

平　均安　値高　値

12.690.019.911.24.818.7100�は く さ い

290.4103.3250.7259.0206.5312.9100�赤 身 （ 刺 身 用 ）ま ぐ ろ

161.997.6178.7174.5123.9218.4100�肩ローススライス豚 肉

192.2104.1189.2197.0162.8207.91�店 頭 売 紙 容 器 入牛 乳

5,110.999.74,956.84941.83,654.05,586.010�府 県 産 米米

171.9106.8166.8178.1134.4210.01袋普通品6枚スライス食 パ ン

366.9101.2365.7370.2207.9577.55箱紙 箱 入 りティッシュペーパー

518.7104.5445.0465.0396.9627.91箱濃縮1 . 5�箱入り洗 濯 洗 剤

47.9105.942.444.943.047.21�白灯油（ローリー）灯 油

4,054.2100.04,042.14,042.13,550.04,751.05�体 積 買 いプロパンガス

109.0101.5103.0104.6101.0108.11�レ ギ ュ ラ ーガ ソ リ ン

157.4100.0156.8156.8136.0210.01枚ワ イ シ ャ ツクリ―ニング

　日常の消費生活の苦情や相談を受け付
けています。悩んだり、あきらめたりし
ないで、おかしいと思ったら相談してく
ださい。

日　時　月～金曜日　午前１０時～午後３時
場　所　市役所消費生活相談室（１階）
　　　　　　�３９～２３１９内線２９０５　
相談員　北海道消費生活コンサルタント

相談

事例① サラ金業者からのダイレクトメールを見事例①　サラ金業者からのダイレクトメールを見
て、2万円の借り入れを申込んだ。１万６千円が振て、2万円の借り入れを申込んだ。１万６千円が振
込まれ、金利を含めて４万円返済すればよいと言わ込まれ、金利を含めて４万円返済すればよいと言わ
れたので、１０日後に４万円返済したところ、あと３れたので、１０日後に４万円返済したところ、あと３
万５千円払うように言われた。どのように対処すれ万５千円払うように言われた。どのように対処すれ
ばよいのか。ばよいのか。
事例② 携帯電話に「お金に困っていないか、２万事例②　携帯電話に「お金に困っていないか、２万
円なら貸す」という電話が入ったので融資を依頼円なら貸す」という電話が入ったので融資を依頼
し、個人情報もすべて教えた。現金書留で１万５千し、個人情報もすべて教えた。現金書留で１万５千
円届いたので、２０日後くらいに２万円返済した。し円届いたので、２０日後くらいに２万円返済した。し
かし「あと７万円払え」と督促された。断ると職場かし「あと７万円払え」と督促された。断ると職場
や息子のところに電話をすると脅迫された。どのよや息子のところに電話をすると脅迫された。どのよ
うに対処すればよいのか。うに対処すればよいのか。

事例①・②とも借りた金額に法定利息以上の金利　事例①・②とも借りた金額に法定利息以上の金利
分を足して返済しているので、これ以上払うことは分を足して返済しているので、これ以上払うことは
ないこと、また脅迫が続くようであれば警察の相談ないこと、また脅迫が続くようであれば警察の相談
窓口に相談するよう伝えました。窓口に相談するよう伝えました。
ヤミ金融からお金を借りると、厳しい取立てにあ　ヤミ金融からお金を借りると、厳しい取立てにあ
い、金利を工面するために、違う業者からの借金をい、金利を工面するために、違う業者からの借金を
繰り返して、小額だった借金の額がふくれあがり、繰り返して、小額だった借金の額がふくれあがり、
最後には自己破産してしまう人が急増しています。最後には自己破産してしまう人が急増しています。
お金を借りる際は、登録業者かどうか、利息計算、　お金を借りる際は、登録業者かどうか、利息計算、
返済方法、手数料などをしっかり確認しましょう。返済方法、手数料などをしっかり確認しましょう。

ヤ ミ 金 融 に ご 用 心ヤ ミ 金 融 に ご 用 心

捨てる前にちょっと考えてみま捨てる前にちょっと考えてみま
せんか。あなたのいらなくなったせんか。あなたのいらなくなった
物を必要としている方がいます。物を必要としている方がいます。
■登録・希望は随時受け付けます。■登録・希望は随時受け付けます。
■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した
場合は担当係から連絡します。　場合は担当係から連絡します。
■登録期間は6カ月です■登録期間は6カ月です。。                         
 問問 環境環境生活課生活課  ��39～231939～2319

譲ってください

譲ります
�ベビーふとん�ポータブルストーブ�
振圧針�大人用三輪車�軟式テニスラ
ケット�着物（成人式用）、長襦袢、帯�

スキーウエア（M・女性用）�遠赤外線健康機�スキー
（１９０㎝）�チェスト�木製鏡�籐イス�遠赤外線サウナ�
エレクトーン�反射式ストーブ�ベビーカー�プレイス
テーション１�スタッドレスタイヤ（軽自動車用）

消費生活
モニターが毎月
調査しています。

問い合わせ問い合わせ
環境生活課環境生活課
��39～231939～2319

物価の動き １１月

　博物館では、冬休みにあわせて小学校４～６年生向けの体
験学習講座を開催します。用意したメニューは２通り。1つだ
けでも、2つでも参加は自由。冬休みの工作にチャレンジ�

①縄文人のペンダント作り体験講座
　と　き　平成１５年１月１０日�金 　午前９時～１２時
　ところ　文化会館　２階中会議室
　参加料　無料
　内　容　大昔の縄文人が使っていたネックレスを作ってみ
　　　　　ましょう。縄文人はどんな服を着て、何を食べて
　　　　　いたのかな？不思議なお話もたくさん聞けます。
　定　員　３０名

②盛本学史先生の絵画教室
　　「ふしぎ�動物をかいてみよう�」
　と　き　平成１５年１月１５日�水 　午前１０時～１１時３０分
　ところ　生涯学習センター　１階研修室Ａ
　講　師　盛本　学史氏
　参加料　１００円（用紙代、当日集めます）
　内　容　ふつうに描いた丸や線が盛本先生の魔法でふしぎ
　　　　　な動物に大変身�驚きの変身を自分の手で体験し
　　　　　てみましょう�
　定　員　３０名
　持ち物　１２色のクレヨンか色鉛筆を持ってきてください。

　申　込　各学校で配られた申込書で１２月２日�月 ～１９日�木 
　　　　　までに生涯学習センターに申し込んでください。
　　　　　　　　　　　　　�４２－２４０７　　　�３９－６１６１

富良野市博物館
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■
老
後
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
平
成　

年
１２

ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
、
そ
の
保
険
料
の
見
直
し

作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
生
懸
命
働
い
て
老
後
を
迎
え

安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域
、
自
宅
で
暮

ら
し
た
い
。
そ
ん
な
お
年
寄
り
の
希
望
を
か
な
え
て
く
れ

る
制
度
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
う
も
の
で
す
。（
ま
）

■
雪
で
す
ね
。
こ
ん
な
に
早
く
降
る
な
ん
て
、
や
は
り
北

海
道
。
マ
イ
ナ
ス
気
温
も
ほ
と
ん
ど
初
体
験
で
す
。
日
ご

ろ
の
不
摂
生
と
重
な
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
初
の
風
邪
も
ひ
い

て
お
り
ま
す
。
お
ま
け
に
雪
道
に
も
転
ん
で
無
茶
具
茶
痛

い
。
こ
れ
か
ら
何
回
転
ん
だ
り
ひ
い
た
り
す
る
の
で
し
ょ

う
。
ま
ず
は
痛
く
な
い
転
び
方
を
覚
え
な
く
て
は
。（
と
）

■
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
思
い
出
す
の
が
寒
い
夜
に
汗

だ
く
に
な
っ
て
す
る
雪
か
き
。
翌
日
の
朝
は
体
が
痛
く
て

起
き
る
の
が
と
て
も
つ
ら
い
…
し
か
し
楽
し
み
も
あ
る
。

ひ
と
仕
事
終
え
て
か
ら
飲
む
ビ
ー
ル
は 
な  
ま  
ら 
う
ま
い
。

・ 

・ 

・

容
赦
な
く
体
を
痛
め
つ
け
る
こ
と
を
う
ら
み
つ
つ
も
、

ビ
ー
ル
を
お
い
し
く
し
て
く
れ
る
雪
に
は
感
謝�
（
か
）

■
紅
葉
の
き
れ
い
な
太
陽
の
里
で
撮
り
ま
し
た
。
大
き
な
葉

や
色
の
ち
が
う
落
葉
を
ひ
ろ
い
ま
し
た
。
▽
評　

落
葉
を
ひ

ろ
っ
て
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
。
表
情
が
と

て
も
素
敵
で
す
。
カ
ラ
ー
で
見
せ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
。（
上
）

「
紅
葉
狩
り
」太
田
美
香
氏

人口と世帯数人口と世帯数
１４年１０月末（前月比）

(-9)25,850人　 口

（-4）21,647富良野

（2）2,735山　部

（-7）1,468東　山

（5）10,483世 帯

（5）8,999富良野

（2）1,059山　部

（-2）425東　山

広
報
ふ
ら
の
２００２

・ １２
４９５

東大演習林山火事による砂金沢入口の罹災木戸場（明治４４年５月）

平成１５年、富良野市は開庁から１００年の年を迎えます平成１５年、富良野市は開庁から１００年の年を迎えます

先人に感謝し記念すべき年を祝いましょう

NO.8あのころの富良野 

今
月
の
表
紙

編
集
後
記

広報ふらのはホームページからもご覧になれます。
富良野市ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｆｕｒａｎｏ.ｈｏｋｋａｉｄｏ.ｊｐ/

開庁１００年記念事業
告知かわら版

開庁１００年協賛事業
富良野塾公演

「屋根」

平成１５年１月　
９日�～１２日�
演劇工場


